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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

能登半島応援
FROM NEW YORK!!!!

被
災
地
へ
の
義
援
金
募
る

日
本
に
恩
返
し
ブ
ラ
ジ
ル
太
鼓
チ
ー
ム
も

ア
ー
ト
公
演
会
Ｊ
Ａ
Ａ
で
盛
大
に
開
催

演
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る

経
費
を
控
除
し
た
収
入
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
組
織
を
通
じ
て

全
て
能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ

届
け
ら
れ
る
。
当
日
の
寄
付
総

額
は
９
５
０
０
ド
ル
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
4
回
の
募
金
活
動
で

は
合
計
約
3
０
０
０
ド
ル
に
な

っ
て
お
り
、
目
標
の
２
万
ド
ル

に
な
っ
た
時
点
で
送
金
す
る
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
冒
頭
で

挨
拶
し
た
主
催
者
の
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
三
木
伸

夫
会
長
は
「
今
日
こ
こ
に
登
場

さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
さ
ん
達

は
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
被
災
地
救
済
の

た
め
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
日
こ
こ
に
来
て

ブラジルの太鼓が響いたMambembeの演奏（３日夕、JAAで、写真・三浦良一）　
　

２
月
15
日
（
木
）
か
ら
３
月
14
日

（
木
）
ま
で
の
１
か
月
間
、
日
本
産
水

産
物
の
消
費
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を

促
進
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
主
催
の
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「NYC

ーJAPAN OSAKANA 
MONTH

」
が
実
施
さ
れ
る
。
協
力
レ

ス
ト
ラ
ン
12
店
舗
に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
、

ブ
リ
な
ど
の
日
本
産
水
産
物
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
各
店

舗
で
は
、
利
用
し
て
い
る
水
産
物
と
そ

の
産
地
を
紹
介
す
る
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
を

配
布
す
る
。
例
え
ば
、
北
海
道
か
ら
は

焼
き
ホ
タ
テ
や
刺
身
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

のWakuWaku

）
や
う
に
そ
ば
（
蕎

麦
屋
）、
鹿
児
島
か
ら
は
ブ
リ
の
み
ぞ

れ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
（
も
も
か
わ
）
な
ど

独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
を
期
間
中
に
提
供
す

る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(https://

www.jnto.go.jp/)

上
に
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ー
シ

ャ
ー
に
記
載
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

は
特
設
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
し
、
各
地
の
観
光
情
報
も
紹
介
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促
進
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
美
味
し
い
日

本
産
水
産
物
を
食
べ
て
も
ら
い
、
産

地
へ
の
旅
行
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
企
画
。
協
力
レ
ス
ト
ラ
ン
は

Momokawa

、Sakagura

、Sushi 
AMANE

、Tempura Matsui

、Soba 
Totto

、Towa

、Ootoya Chelsea

、

Hasaki

、J-Spec Wagyu Dining

、

Hirohisa

、Restaurant Yuu

、

WakuWaku

。

NY-JAPAN お魚月間
市内日系12レストランがメニューで協力

今
月
15
日
か
ら

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
主
催
し
満
席

　

能
登
半
島
地
震
被
災
地
を
救

済
す
る
た
め
の
寄
付
金
集
め
を

目
的
と
し
た
ア
ー
ト
公
演
「
フ

ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
北
陸
へ
歌
声
・
旋

律
届
け
！
」
が
２
月
３
日
午
後

３
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
１
０
０
人
近
い
来

場
者
で
満
席
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
在
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
が
被
災
地
救
済
に
集

結
し
、
被
災
地
の
早
期
復
興
を

願
い
、
全
力
投
球
し
た
。
出
演

者
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出

く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
方
も
ヒ

ー
ロ
ー
で
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
が

少
し
で
も
そ
の
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
挨
拶
し
た
。

出
演
者
はMeg Bless

（
歌
）

浅
井
賢
美
＆ Mambembe 

NY

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
） 

Adam Robinson

（
尺
八
）
翔

士
（
ジ
ャ
ズ
、
歌
） Triple D 

Dance Unlimited 

（
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
）
上
井
雅
代
（
メ
ゾ
ソ

プ
ラ
ノ
）
由
水
南
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
俳
優
、
歌
、
石
川
県

人
会
）
田
村
麻
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）

愛
世
梨
乃
（
三
味
線
、
歌
）
リ

ッ
チ
亀
田
（
マ
ジ
ッ
ク
）
阿
部

公
美
、
市
川
純
子
、
松
井
綾
香

（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）。
ブ
ラ
ジ
ル
打

楽
器
チ
ー
ム
のMambembe 

NY

の
エ
バ
ー
ト
ン
・
イ
サ
ド

ロ
音
楽
監
督
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
の

経
済
復
興
に
日
本
が
１
９
５
０

年
代
に
助
け
て
く
れ
た
恩
返
し

に
今
日
来
ま
し
た
」
と
話
し
、

日
本
人
リ
ー
ダ
ー
の
浅
井
さ
ん

は
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
き
に
出
演
の
声
が

か
か
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
く

て
参
加
し
た
」
と
い
う
。

（
関
連
記
事
４
、５
、
19
面
に
）

開会の挨拶をする三木会長
３
月
14
日
ま
で

https://www.news-slidemethod.com/
https://www.restaurantnippon.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.jnto.go.jp/
https://www.jnto.go.jp/
https://www.jnto.go.jp/
https://www.jnto.go.jp/
https://www.jnto.go.jp/
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ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク

が
終
了
し
、今
度
は
12
日
（
月
）

か
ら
３
月
３
日
（
日
）
ま
で
、

「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
ウ
ィ
ー
ク
」
が
市
内
各
劇
場

で
開
催
さ
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
購

入
時
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
コ
ー

ド
「OBW24

」
を
入
力
す
る

と
、
チ
ケ
ッ
ト
が
１
枚
分
の
値

段
で
２
枚
購
入
で
き
る
お
得
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
。
コ
メ
デ
ィ

や
ド
ラ
マ
な
ど
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
参
加
シ
ョ

ー
は
「
ブ
ル
ー
マ
ン
」「
ド
ラ

ン
ク
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」「
シ

ン
デ
レ
ラ
・
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
な
ど
30
作
品
。
詳
細
は

https://www.nyctourism.
com/off -broadway-week

を

参
照
す
る
。

オフブロードウエー週間
３月３日まで２人で料金１人分

お
得
や
で

　

日
本
の
商
材
を
集
め
た
Ｂ
２

Ｂ
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
（
レ
イ
エ
ス
真
梨
子

代
表
）
が
、
２
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ェ

イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
北
米
最
大
の
商
品
見
本

展
示
会
「
Ｎ
Ｙ　

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
に

参
加
し
た
。
日
本
か
ら
和
歌
山

県
、
福
島
県
、
被
災
し
た
石
川

県
な
ど
か
ら
71
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
運
動
靴
や
、
輪

島
塗
り
の
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
弁
当
箱
や
、
和
歌
山
県
の

木
製
の
わ
っ
ぱ
、
石
川
の
高
級

食
器
な
ど
を
手
に
取
っ
て
担
当

者
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
ア
メ

リ
カ
人
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
姿
が

目
立
っ
た
。
会
場
に
は
和
歌
山

コ
ー
ナ
ー
の
特
設
ブ
ー
ス
「
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｍ
Ａ
Ｄ

Ｅ
」
が
設
け
ら
れ
た
。
ジ
ェ
ト

ロ
（
和
歌
山
）
の
小
山
公
嵩
さ

ん
は
「
10
社
中
９
社
が
今
回
米

国
初
出
店
で
、
県
勢
が
一
丸
と

な
り
米
国
進
出
へ
意
欲
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

被
災
し
た
石
川
県
か
ら
は
３

社
が
出
店
し
た
。
そ
の
中
の
ひ

と
つ
、岡
垣
漆
器
店（
１
８
８
０

年
創
業　

本
社
輪
島
市
）
は
本

社
建
物
が
被
害
に
遭
っ
た
が
、

代
表
取
締
役
の
岡
垣
祐
吾
さ

ん
（
43
）
は
「
昨
年
６
月
か
ら

準
備
し
、
実
際
に
こ
こ
で
想
像

以
上
の
手
応
え
が
あ
り
、
被
災

後
で
は
あ
っ
た
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
る
決
断
を
し
て
よ
か
っ

た
」
と
話
す
。
並
べ
ら
れ
た
輪

島
塗
り
の
器
の
中
に
、
一
つ
欠

け
て
い
る
器
が
あ
っ
た
。「
被

害
を
訴
え
る
た
め
に
き
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
荷
物
を
詰
め
て

い
る
と
き
に
、
自
然
に
手
が
伸

び
た
。
今
の
輪
島
も
持
っ
て
い

き
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
ベ
レ
ー
帽
を
展

示
し
た
株
式
会
社
ヨ
シ
ダ
（
本

社
大
阪
）
の
吉
田
照
陳
社
長
は

糸
か
ら
製
造
し
て
染
色
す
る
ま

で
の
丁
寧
な
工
程
を
バ
イ
ヤ
ー

た
ち
に
説
明
し
た
。

　
　
　
（
関
連
記
事
７
面
に
）

和歌山県の特設ブース「WAKAYAMA MADE」参加企業のみなさん

輪島塗・岡垣漆器店の岡垣代表

帽子を説明する吉田社長

和
歌
山
、
福
島
、
石
川
か
ら
71
ブ
ラ
ン
ド
来
米

NY NOWで売り込め
コンベンションセンターにDECO BOKO出店

https://www.nipponclub.org/
https://minglesoho-ny.com/
https://japanvillage.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://www.hondag.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week
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 NYから支援の   寄付公演
　

ま
ず
日
本
の
政
局
だ
が
、
迷

走
が
ど
ん
ど
ん
深
ま
っ
て
い

る
。
一
連
の
政
治
資
金
問
題
で

は
、
立
件
さ
れ
た
政
治
家
は
少

な
い
一
方
、
安
倍
派
、
二
階
派
、

岸
田
派
が
解
散
す
る
と
い
う
意

外
な
展
開
と
な
っ
た
。
岸
田
総

理
の
人
気
は
依
然
と
し
て
低
い

が
、
率
先
し
て
派
閥
解
散
を
行

っ
た
こ
と
と
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
訪
問
が
「
早
す
ぎ
な

か
っ
た
」
こ
と
で
支
持
率
は
ほ

ぼ
下
げ
止
ま
っ
た
。。

　

政
治
資
金
問
題
に
お
け
る
世

論
の
自
民
党
へ
の
怒
り
は
大
き

い
が
、
か
と
い
っ
て
野
党
に
政

権
担
当
能
力
が
あ
る
の
か
と
い

う
と
、
極
め
て
心
細
い
。
共
産

党
は
委
員
長
が
交
代
し
た
が
党

員
の
除
名
が
続
い
て
お
り
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
程
遠
い
。

立
憲
民
主
党
は
野
党
結
集
の
軸

に
は
な
っ
て
い
な
い
し
、
一
時

は
人
気
の
あ
っ
た
維
新
も
、
大

阪
万
博
の
準
備
に
苦
し
む
中
で

限
界
を
露
呈
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
自
民
党
は

ほ
ぼ
自
壊
に
近
い
状
態
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
敵

失
」
を
野
党
が
生
か
せ
る
状
況

に
は
な
い
。
こ
う
し
た
力
学
を

受
け
て
、
現
在
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
の
は
、
６
月
解
散
総
選

挙
と
い
う
説
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
東
京
都
知
事
選
と
の
ダ

ブ
ル
選
挙
を
仕
掛
け
よ
う
と
い

う
の
だ
。
現
職
の
都
知
事
で
あ

る
小
池
百
合
子
氏
は
、
再
選
へ

の
や
る
気
は
満
々
で
あ
る
と
同

時
に
、
国
政
復
帰
へ
の
野
心
も

見
え
隠
れ
す
る
。
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
対
策
で
都
財
政
を
大
き
く

傾
け
た
こ
と
で
、
再
選
へ
の
体

制
は
盤
石
で
は
な
い
。
国
政
に

復
帰
す
る
に
し
て
も
、
二
階
派

や
安
倍
派
が
消
滅
し
た
現
在
で

は
、
小
池
氏
が
派
閥
ジ
ャ
ッ
ク

を
し
て
総
裁
候
補
に
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
は
崩
れ
た
。
一
方
、
自

民
党
と
し
て
は
小
池
氏
の
強
さ

の
前
で
は
対
立
候
補
を
用
意
す

る
状
況
で
も
な
い
。

　

そ
こ
で
「
ダ
ブ
ル
選
挙
」
を

行
う
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
。

上
川
外
相
な
ど
の
「
リ
リ
ー
フ

登
板
」
は
見
送
り
、
岸
田
総
理

の
ま
ま
で
、
小
池
氏
と
連
携
し

て
総
選
挙
と
都
知
事
選
の
ダ
ブ

ル
選
挙
を
行
う
と
、
ま
ず
、
小

池
氏
と
し
て
は
存
在
感
を
高
め

つ
つ
国
政
復
帰
へ
の
準
備
も
で

き
る
。
岸
田
氏
の
方
は
「
脱
派

閥
」
を
訴
え
つ
つ
、
小
池
氏
と

連
携
す
る
こ
と
で
中
道
保
守
の

都
市
票
を
敵
に
回
さ
ず
、
ダ
メ

ー
ジ
を
最
少
に
で
き
る
と
い
う

読
み
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

自
民
党
が
脱
派
閥
を
す
る
と

い
う
の
は
期
間
限
定
の
話
で
あ

り
、
額
面
通
り
信
用
は
で
き
な

い
。
た
だ
、岸
田
氏
と
す
れ
ば
、

今
回
の
三
派
閥
の
解
散
に
よ
り

敵
対
派
閥
を
「
亡
き
者
」
と
し

つ
つ
、「
脱
派
閥
と
い
う
ム
ー

ド
」
が
残
る
う
ち
に
６
月
総
選

挙
に
勝
て
ば
、
９
月
の
総
裁
選

に
お
け
る
無
風
再
選
の
展
望
が

出
て
く
る
と
い
う
わ
け
だ
。
た

だ
、
岸
田
氏
は
そ
れ
で
も
心
配

の
よ
う
で
、
憲
法
改
正
を
打
ち

出
し
始
め
た
。
安
倍
派
を
消
滅

に
追
い
込
ん
だ
こ
と
で
、
今
度

は
保
守
票
に
憎
ま
れ
る
の
が
怖

く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
憲

法
改
正
を
主
張
す
れ
ば
総
選
挙

も
怖
く
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
。
そ
こ
ま
で
手
を
打
っ
て

お
け
ば
、
国
賓
待
遇
で
招
待
さ

れ
て
い
る
４
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン

訪
問
も
胸
を
張
っ
て
行
け
る
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
そ
の
ワ
シ
ン
ト
ン

の
政
局
も
混
沌
と
し
て
き
た
。

ま
ず
共
和
党
で
は
予
備
選
の
序

盤
で
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

候
補
の
優
位
が
見
え
て
き
た
。

予
想
外
に
早
い
展
開
だ
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
自
分
の
議
席
が

気
に
な
る
共
和
党
議
員
団
は
一

斉
に
ト
ラ
ン
プ
支
持
に
回
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
中
で
こ
れ
か
ら

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
が

「
ト
ラ
ン
プ
毒
の
中
和
」
で
あ

る
。
本
来
は
極
右
の
超
孤
立
主

義
を
コ
ア
と
し
た
運
動
で
あ
っ

た
「
２
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
」
が

こ
の
ま
ま
で
は
、
共
和
党
の
党

内
穏
健
派
な
ど
も
取
り
込
ん
だ

相
乗
り
政
権
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

や
や
楽
観
的
な
予
測
に
な
る

が
、
も
し
か
し
た
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

解
体
と
か
、
日
米
同
盟
破
棄
と

い
っ
た
極
論
に
ス
ト
ッ
プ
を
掛

け
る
存
在
は
、
真
正
面
か
ら
ト

ラ
ン
プ
と
対
決
す
る
ニ
ッ
キ

ー
・
ヘ
イ
リ
ー
氏
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
応
援

団
が
拡
大
し
て
、
共
和
党
の
左

右
両
派
が
ト
ラ
ン
プ
与
党
に
な

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
プ
に
乱
暴

な
判
断
を
止
め
さ
せ
る
と
い
う

構
図
に
な
る
可
能
性
が
出
て
き

た
。
鍵
を
握
る
の
は
、
ト
ラ
ン

プ
候
補
が
や
が
て
指
名
す
る
こ

と
に
な
る
副
大
統
領
候
補
の
名

前
だ
。
一
時
は
、
自
分
に
忠
誠

を
誓
う
人
材
で
政
府
を
固
め
る

と
言
っ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
だ

が
、
こ
こ
へ
来
て
無
党
派
層
の

離
反
を
怖
が
っ
て
い
る
と
い
う

説
も
あ
り
、
副
大
統
領
候
補
に

「
常
識
人
」
を
指
名
す
る
可
能

性
も
出
て
き
た
。
仮
に
実
務
の

分
か
る
副
大
統
領
候
補
が
指
名

さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
を
突
破
口
と

し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
「
普
通

の
共
和
党
政
権
」
レ
ベ
ル
ま
で

「
中
和
」
す
る
こ
と
は
可
能
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
日
々
苦
境

に
立
ち
つ
つ
あ
る
の
は
バ
イ
デ

ン
候
補
の
方
か
も
し
れ
な
い
。

イ
ラ
ン
系
の
テ
ロ
集
団
と
は
、

事
実
上
の
交
戦
状
態
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
泥
沼
化

す
る
よ
う
な
戦
闘
が
継
続
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
バ
イ
デ
ン
氏

は
、
対
応
が
弱
け
れ
ば
「
弱
腰

だ
」
と
し
て
保
守
系
の
中
間
層

か
ら
叩
か
れ
る
し
、
仮
に
戦
闘

を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
反
戦
的
な
党
内
左
派
か

ら
更
な
る
批
判
を
浴
び
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

石
油
価
格
を
含
め
て
確
か
に

イ
ン
フ
レ
は
沈
静
化
し
た
。
だ

が
、
物
価
上
昇
率
の
抑
制
に
は

成
功
し
て
い
て
も
、
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
物
価
が
下
が
る
わ
け

で
は
な
い
。こ
の
点
に
お
い
て
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
世
論
の
不

満
に
は
鈍
感
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル

＝
ガ
ザ
問
題
も
、
米
国
南
部
国

境
の
問
題
も「
ま
と
も
な
説
明
」

を
し
な
い
中
で
、
ズ
ル
ズ
ル
と

世
論
の
離
反
を
招
い
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
民
主
共
和
両
党

の
戦
い
に
加
え
て
、
ト
ラ
ン
プ

陣
営
の
「
中
和
」
が
進
む
か
ど

う
か
が
、
ア
メ
リ
カ
政
局
の
事

実
上
の
焦
点
か
も
し
れ
な
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

日
米
の
政
局
、
い
ず
れ
も
複
雑
で
一
寸
先
は
闇

　

日
本
で
は
特
に
昭

和
世
代
に
お
馴
染
み

の
「
昼
ド
ラ
」、
米

国
で
は
「
ソ
ー
プ
オ

ペ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る

ド
ラ
マ
・
シ

リ
ー
ズ
が
あ

る
。
１
９
３
０

年
の
ラ
ジ
オ
番

組
が
起
源
と
も

言
わ
れ
る
同
ジ

ャ
ン
ル
は
、
ア

メ
リ
カ
で
１
９
７
０
年

代
以
降
に
人
気
が
爆
発

し
、
大
手
テ
レ
ビ
局
が
こ

ぞ
っ
て
制
作
を
競
っ
た
結

果
と
し
て
、
多
く
の
長

寿
人
気
ド
ラ
マ
が
生
ま

れ
た
。
一
般
的
に
低
予

算
、
複
雑
な
家
族
関
係
や

恋
愛
も
の
、
さ
ら
に
復
讐

も
の
が
中
心
の
、
分
か
り

や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
多

く
の
視
聴
者
を
魅
了
し
た

が
、
２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
衰
退
の
一
途
を
辿

り
、
今
や
虫
の
息
に
な
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
無
い
。
そ
ん
な
中

Reelshort

と
呼
ば
れ
る
新
し

い
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
、
人
気
が
高
ま
り
始
め
て

い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
視
聴

時
間
が
１
話
あ
た
り
僅
か
１
分

と
い
う
短
さ
だ
。
従
来
の
ソ
ー

プ
オ
ペ
ラ
の
放
映
時
間
は
30
分

も
し
く
は
1
時
間
だ
っ
た
の
に

比
較
す
る
と
、
傍
目
に
は
、
果

た
し
て
そ
ん
な
番
組
が
成
立
す

る
の
か
と
も
思
え
る
が
、
意
外

な
ほ
ど
健
闘
し
て
い
る
背
景
に

は
、
お
そ
ら
く
現
代
人
の
抱
え

る
集
中
力
の
欠
如
に
ま
つ
わ
る

問
題
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は

無
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
せ
よ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

せ
よ
、
リ
ー
ル
に
せ
よ
、
私
た

ち
が
携
帯
で
日
々
ス
ク
ロ
ー
ル

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
く
は
そ

れ
ぞ
れ
が
数
秒
の
も
の
が
多

く
、
１
分
を
越
え
る
と
い

さ
さ
か
長
い
感
じ
さ
え
す

る
世
の
中
だ
か
ら
、
ド
ラ

マ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
見
方
す
ら
変
え
つ
つ

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

Reelshort

の
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
は
あ
く
ま
で
も
携

帯
ユ
ー
ザ
ー
。
電
車
や
バ

ス
を
待
っ
た
り
す
る
、
隙

間
時
間
を
使
っ
て
の
視
聴

を
前
提
と
し
て
い
る
の

で
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

の
よ
う
な
ス
ト
リ
ー
ミ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
と
の
競
合
は

せ
ず
、Tiktok

や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
費
や
さ
れ
る
時
間
の

一
部
を
浸
食
し
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
同
社

の
現
在
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

米
国
市
場
だ
が
、
ゆ
く
ゆ

く
は
イ
ン
ド
な
ど
、
世
界

中
へ
展
開
し
て
い
く
模
様

だ
。
一
方
個
人
的
に

は
、
好
き
な
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
試

合
や
、
１
時
間
も
の
の
ド

ラ
マ
で
す
ら
、
最
後
ま
で

落
ち
着
い
て
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
最
近
の
自
分
が

心
配
に
感
じ
る
毎
日
で
も

あ
る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

たった１分のメロドラマは集中力のない現代人に最適？

　

金
沢
市
出
身
の
Ｎ
Ｙ
石
川
県

人
会
の
宮
本
ボ
ー
グ
麗
会
長
は

「
今
回
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
絶
え
間
な

い
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

県
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、団
体
、

個
人
の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
被
災

者
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
国

境
を
超
え
て
ア
メ
リ
カ
の
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
被
災
者
を
応

援
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
、

元
気
付
け
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。（
１
面
に
記
事
）

Ｎ
Ｙ
石
川
県
人
会
の
宮
本
ボ
ー
グ
麗
会
長
が
感
謝
の
挨
拶

出
演
者
が
熱
演

「
被
災
地
へ
元
気
付
け
に
な
る
」

舞
台
終
了
後
に
挨
拶
す
る
宮
本
Ｎ
Ｙ
石
川
県
人
会
会
長

能
登
半
島
の
被
災
者
の
み
な
さ
ま

Ｎ
Ｙ
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
！

能登半島地震被災者支援NY公演の出演者とNY日系ライオンズクラブの皆さん

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
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今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
た
来

場
者
か
ら
は
「
す
ご
く
遠
く
離

れ
た
世
界
の
出
来
事
の
よ
う
に

一
瞬
思
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
う

い
う
集
ま
り
が
あ
る
と
身
近
に

感
じ
、
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
ま

す
」（
筒
井
智
子
さ
ん
、
在
米

40
年
）、「
支
援
の
力
が
伝
わ
る

感
じ
で
、
本
当
に
何
が
で
き
る

の
よ
く
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

寄
付
だ
け
で
な
く
声
を
届
け
る

こ
と
で
エ
ル
ギ
ー
を
届
け
ら
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
」

（
古
川
明
代
さ
ん
、在
米
40
年
）、

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん
に
元

気
つ
け
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
や
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
人
た
ち
は
、
人
を
助

け
る
の
が
上
手
だ
し
好
き
だ

し
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」

（
鈴
木
奈
美
恵
さ
ん
、
在
米
36

年
）。

　

石
川
県
出
身
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
俳
優
・
由
水 

南
さ
ん
は
、

オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
レ
イ
ン
ボ
ー

を
見
事
な
歌
声
で
披
露
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
田
村
麻
子

さ
ん
は
グ
ノ
ー
作
曲　

オ
ペ

ラ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
か
ら
宝
石

の
歌
と
朧
月
夜
の
2
曲
を
歌
っ

た
。「
み
ん
な
で
心
を
寄
せ
あ

う
機
会
に
、
わ
た
し
も
歌
う
こ

と
で
協
力
で
き
た
と
し
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
歌
手
冥
利
に
尽
き
る

事
は
な
い
で
す
し
、
と
て
も
嬉

し
く
誇
ら
し
い
こ
と
で
し
た
」

と
話
す
。
キ
ッ
ズ
・
ダ
ン
シ
ン

グ
チ
ー
ム
の
代
表
８
人
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
、
お
小
遣

い
を
集
め
た
寄
付
金
を
、
日
本

語
が
書
け
る
子
は
日
本
語
で
、

英
語
が
得
意
な
子
は
英
語
で
そ

れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

Ｎ
Ｙ
石
川
県
人
会
の
宮
本
会
長

に
手
渡
し
た
。

 NYから支援の   寄付公演
　

昨
年
ク
リ
ス
マ
ス
後
に
帰
省

し
た
金
沢
出
身
の
小
山
秀
子
さ

ん
は
元
旦
、
初
詣
の
最
中
に
地

震
に
遭
っ
た
。
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
揺
れ
。
お
互
い
手
を
握

っ
て
耐
え
て
い
た
。
本
当
に
大

好
き
な
景
色
が
一
瞬
で
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

  

「
地
震
大
丈
夫
で
し
た
か
っ

て
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
が
、

大
丈
夫
な
訳
な
い
で
す
よ
ね
。

で
も
ほ
と
ん
ど
の
被
災
し
た
人

た
ち
は
大
丈
夫
で
す
と
答
え
る

ん
で
す
。
そ
の
意
味
は
生
き
て

い
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
た
ち
は
生
き
て
い
れ

ば
こ
れ
か
ら
な
ん
で
も
で
き
る

と
い
う
気
持
ち
で
答
え
て
い
ま

す
。
な
の
で
今
は
、
大
丈
夫
で

す
か
と
聞
く
よ
り
応
援
し
て
い

ま
す
と
言
っ
て
欲
し
い
気
持
ち

で
す
。
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
炊
き
出
し
を
し
た
ミ
シ
ュ

ラ
ン
シ
ェ
フ
ら
60
人
、
食
材
を

提
供
し
て
く
れ
た
人
た
ち
、
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
は

皆
、
自
分
た
ち
も
被
災
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
所
の

人
た
ち
に
温
か
い
も
の
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
一
心
で

金
沢
内
外
か
ら
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
こ
れ
か
ら
が
大
変

で
す
。
私
の
実
家
が
あ
る
七
尾

市
は
今
も
断
水
で
停
電
の
地
域

も
あ
り
ま
す
。
通
信
状
況
も
良

く
な
い
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
報
道
も
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
寒
い

冬
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
お
り
、
春
に
な
る
と
今
ま

で
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え

て
く
る
で
し
ょ
う
。
多
く
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ド
が
あ
っ
て
ど

れ
を
選
ぶ
か
迷
う
で
し
ょ
う

が
、
自
分
の
心
が
動
い
た
と
こ

ろ
に
寄
付
し
て
貰
え
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
数
年
後
、
能
登

が
復
興
し
て
、
観
光
で
み
ん
な

で
美
し
い
景
色
を
見
て
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
よ
う
と
思
っ

て
く
れ
る
だ
け
で
力
に
な
り
ま

す
。
能
登
が
復
興
し
た
ら
み
ん

な
遊
び
に
来
ま
っ
し
、
う
ま
ー

い
も
の
食
べ
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
ね
」
と
挨
拶
し
た
。

「
復
興
し
た
ら
来
て
下
さ
い
」

帰
省
中
に
地
震
に
遭
っ
た
小
山
さ
ん
報告

「ニューヨーカーらしい応援だ」
満員の観客席気持ち合わせて

オ
ペ
ラ
の
一
場
面
を
説
明
し
た
上
で
演
技
と
歌
を
披
露
す
る
田
村
麻
子
さ
ん

キ
ッ
ズ
・
ダ
ン
シ
ン
グTriple D
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税
金
特
集

①

米
国
個
人
所
得
税
確
定
申
告

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
て
い
た
方

も
年
に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で

何
年
た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
る
納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申

告
に
な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
は
４
月
15
日

（
月
）
が
期
日
と
な
り
ま
す
。

あ
と
２
か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
先
送
り
を
し
て
後
で
あ
わ

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
対
応
し
て
申
告
を
行
い
た

い
も
の
で
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
よ

う
な
慣
れ
な
い
複
雑
な
米
国
の

確
定
申
告
を
分
か
り
や
す
く
、

日
本
人
の
読
者
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
、
９
回
シ

リ
ー
ズ
で
米
国
の
個
人
所
得
税

務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
第

1
回
目
は
、
そ
も
そ
も
あ
な
た

は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
？
と
い
う
疑
問
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

●
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確
定

申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
対
象
者

に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
米
国

連
邦
所
得
税
法
上
、
２
０
２
３

年
の
所
得
が
概
算
控
除
額
を
超

え
た
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
23
年
末
に
65
歳

未
満
の
場
合
、
概
算
額
控
除
は

独
身
で
あ
れ
ば
１
万
３
８
５
０

ド
ル
、
既
婚
者
で
夫
婦
一
緒

に
申
告
を
す
る
場
合
（
夫
婦

合
算
申
告
者
）
で
は
倍
の

２
万
７
７
０
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
所
得
が
こ
れ
ら

の
控
除
額
以
上
の
方
は
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
場

合
（
夫
婦
個
別
申
告
者
）
で
は

概
算
額
控
除
は
１
万
３
８
５
０

ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
５
ド
ル

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
米
国
で
は
連
邦
税
の
ほ

か
に
も
、
各
州
、
各
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
所
得
税
制
度

を
も
っ
て
い
ま
す
。
連
邦
税
で

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
州
、
市
町
村
に
対
し
て

確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
点
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

　

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
雇
用

主
はForm W-4

と
呼
ば
れ

る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申
告

身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の
源

泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率
と

確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申
告

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は
間

違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税
務

当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受
け

た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い
す

ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未
請

求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
は
必
要
な
い
が
、

申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

　

所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
米
国
に
は
労
務
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
報
酬
を
得

て
い
る
人
に
対
し
て
還
付
金

の
形
式
を
と
っ
て
給
付
を
す

る
制
度
（
役
務
所
得
税
額
控

除
、「Earned Income Tax 

Credit

」）
が
あ
り
ま
す
。
所

得
額
や
扶
養
子
女
の
数
に
応
じ

て
給
付
額
は
変
動
し
ま
す
が
、

扶
養
し
て
い
る
子
女
が
い
な
い

場
合
最
高
で
６
０
０
ド
ル
、
１

人
の
場
合
３
９
９
５
ド
ル
、
２

人
の
場
合
６
６
０
４
ド
ル
、
３

人
以
上
の
場
合
７
４
３
０
ド
ル

ま
で
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

但
し
、
こ
の
税
額
控
除
を
受
け

る
に
は
収
入
の
上
限
が
あ
り
ま

す
。
既
婚
者
で
あ
れ
ば
夫
婦
合

算
申
告
者
し
か
認
め
ら
れ
ず
、

利
子
や
配
当
と
い
っ
た
投
資
所

得
が
１
万
１
０
０
０
ド
ル
未
満

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で

す
。
ま
た
、
非
居
住
者
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番

号
が
な
い
納
税
者
や
子
女
は
対

象
外
で
す
。

（
２
）
子
女
税
額
控
除
（Child 

Tax Credit

）- 

17
歳
未
満
の

扶
養
子
女
が
い
る
場
合
、
子
供

１
人
に
つ
き
最
高
２
０
０
０
ド

ル
の
税
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
子
女
税
額
控
除
を
取
り
き

れ
な
い
納
税
者
は
、
１
６
０
０

ド
ル
ま
で
の
還
付
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
整
総

所
得
が
20
万
ド
ル
（
夫
婦
合
算

申
告
の
場
合
は
40
万
ド
ル
）
か

ら
減
額
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
で
き
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
但
し
、
こ
の
控
除

に
は
子
女
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
番
号
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番

号
を
保
有
し
て
い
な
い
扶
養
家

族
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
扶
養

家
族
税
額
控
除
と
し
て
５
０
０

ド
ル
の
税
控
除
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支

援
税
額
控
除
（American 

Opportunity Credit

）-

大
学

な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に
つ

い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま
で

税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
所
得
税
額
が
当
該
税
額
控

除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に
は
、

40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ
い
て

還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、
も
し

親
の
申
告
書
で
所
得
制
限
に
か

か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学
生
の

お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら

の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ
ば
、

お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申
告
を

す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控
除
を

活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
１
月
25
日
、

２
０
２
３
年
の
米
国
の
ベ
ス
ト

と
ワ
ー
ス
ト
の
航
空
会
社
リ
ス

ト
を
発
表
し
た
。
３
年
連
続
で

１
位
の
座
を
維
持
し
た
の
は
、

定
時
到
着
率
83
％
で
苦
情
数
が

最
も
少
な
か
っ
た
デ
ル
タ
航
空

だ
っ
た
。
同
社
は
、
旅
券
キ
ャ

ン
セ
ル
率
も
１
年
間
で
０
・
８

％
減
の
１
・２
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、
３
年
連
続
で
最
下
位

だ
っ
た
の
は
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー

航
空
で
、
定
時
到
着
率
（
66
・

４
％
）、
キ
ャ
ン
セ
ル
数
、
45

分
以
上
の
遅
延
、
乗
客
を
乗
せ

た
ま
ま
の
遅
延
、
す
べ
て
の
審

査
項
目
で
最
下
位
だ
っ
た
。
そ

の
ほ
か
は
２
位
ア
ラ
ス
カ
航

空
、３
位
ア
リ
ジ
ア
ン
ト
航
空
、

４
位
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
、

５
位
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
、
６
位

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
、
７
位
ス

ピ
リ
ッ
ト
航
空
、
８
位
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
航
空
だ
っ
た
。

  

米
航
空
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙

　

個
人
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
情
報
サ

イ
ト
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
バ
ズ
は

こ
の
ほ
ど
、
米
国
内
で
最
も
乗

継
が
難
し
い
10
空
港
を
公
表
、

Ｎ
Ｙ
市
内
の
２
ハ
ブ
空
港
が
含

ま
れ
て
い
た
。
同
サ
イ
ト
は
、

各
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
反
対

側
に
あ
る
ゲ
ー
ト
数
、
最
も
長

い
ゲ
ー
ト
間
の
距
離
、
乗
り
継

ぎ
に
ト
ラ
ム
な
ど
の
輸
送
手
段

の
必
要
性
な
ど
を
比
較
し
、
評

価
し
た
。

　

１
位
は
、
ゲ
ー
ト
間
の
徒
歩

移
動
時
間
が
最
長
34
分
、
１
タ

ー
ミ
ナ
ル
内
の
徒
歩
移
動
が
最

長
23
分
の
デ
ン
バ
ー
国
際
空
港

だ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
、
ラ

ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
が
ゲ
ー
ト
間

の
移
動
時
間
が
39
分
で
５
位
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
は
６
位
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

最
も
遠
い
ゲ
ー
ト
ま
で
の
移
動

時
間
が
平
均
17
分
か
か
る
と
い

う
。
ゲ
ー
ト
間
の
移
動
時
間
が

最
高
１
時
間
と
最
も
長
い
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
国
際
空
港
は
９
位
だ

っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
順
位
は
２

位
シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
国
際
空
港
、

３
位
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
国

際
空
港
、
４
位
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
空
港
（
Ｃ
Ａ
）、
７
位
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

国
際
空
港
、
８
位
オ
ー
ス
チ

ン
・
バ
ー
グ
ス
ト
ロ
ム
国
際
空

港（
Ｔ
Ｘ
）、10
位
デ
ト
ロ
イ
ト
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
・

カ
ウ
ン
テ
ィ
空
港
。

　

一
方
、
乗
り
換
え
が
最
も
ス

ム
ー
ズ
な
空
港
に
選
ば
れ
た
の

は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
国
際
空
港
で
、
ゲ
ー
ト

間
の
移
動
時
間
は
８
分
だ
っ

た
。
次
い
で
フ
ロ
リ
ダ
州
の
タ

ン
パ
国
際
空
港
、
ア
イ
ダ
ホ
州

の
ボ
イ
シ
空
港
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン

ビ
ル
国
際
空
港
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
の
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
国
際
空

港
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は

fi nancebuzz.com
を
参
照
。

乗
継
が
難
し
い
空
港
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｎ
Ｙ
市
の
２
空
港
も
10
位
内
に

　

青
山
学
院
校
友
会
が
24
日

（
土
）
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま

で
、
メ
キ
シ
カ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

の Sinigual

（
３
番
街
６
３
０

番
地
、
41
丁
目
と
42
丁
目
の

間
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。（
予

約
者
名
はShin Kikuchi

）

２
０
２
３
年
度
校
友
会
活
動

お
よ
び
会
計
報
告
、
24
年
度

活
動
報
告
と
親
睦
会
が
行
わ

青
山
学
院
校
友
会

24
日
に
開
催
、
参
加
者
募
集

　　　 テレビで見るアメリカの円満な夫婦のイメージは、大きなベッドに仲良く並んで
寝るシーンですが、実際には約３分の１の夫婦が、いつもまたは時々、別の部屋で
寝るそうです。２０２３年、この現象が Sleep Divorce（就寝離婚）として多くの記
事に取り上げられました。大丈夫、本当の離婚ではありません。これは、別に寝る
ことで質の高い睡眠を得ようとする試みです。実際、いびきをかいたり、悪い寝相

でパートナーの眠りを妨げることはよくあるでしょう。
　アメリカ睡眠医療学会の調査によると、ミレニアル世代などでは多くが Sleep Divorce を受け入れ、一
方年配の世代はためらう傾向があるとのことです。伝統的には、夫婦はベッドを共有するものなので、
年配世代は別寝で関係の終了を心配するのかも知れません。
　睡眠専門家のアドバイスによると、Sleep Divorce を始めるには、二人が好きな音楽を聴いたり、寝る
前に一緒に楽しい時間をもつことが大切とのこと。寝具、寝室の環境、飲食のタイミングなど全てを考
慮して、ベストな睡眠を得る努力をSleep Hygieneと呼びますが、二人で丁寧に話し合ってSleep Divorce
を実行するのは、体と精神の健康のためにとても良いことだそうです。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Sleep Divorce  　夫婦別寝
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れ
る
。
会
費
60
ド
ル
（
食
事
・

飲
み
物
す
べ
て
含
む
）。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

９
１
７
・
４
２
８
・
４
１
３
２

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル alumni.

aogaku.ny@gmail.com

（
菊

池
さ
ん
）
ま
で
。

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

新
年
会
13
日
に
開
催　

　
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
︵
竹
田

勝
男
代
表
幹
事
︶
は
２
月
13

日
︵
火
︶
午
後
６
時
30
分
か
ら

２
０
２
４
年
度
新
年
会
を
レ

ス
ト
ラ
ン
日
本
︵
東
52
丁
目

１
５
５
番
地
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン

街
と
３
番
街
の
間
︶
で
開
催
す

る
。
会
費
は
税
・
チ
ッ
プ
込
み

で
１
人
80
ド
ル
。
食
事
は
す
き

焼
き
。
乾
杯
の
ビ
ー
ル
込
み
。

２
杯
目
か
ら
は
各
自
支
払
い
方

式
。
参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー

ル h.yukarinokai@
gm

ail.
com

　
星
野
さ
ん
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
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mailto:aogaku.ny@gmail.com
mailto:aogaku.ny@gmail.com
mailto:aogaku.ny@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:h.yukarinokai@gmail.com
financebuzz.com
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２
０
２
４
年
Ｈ
Ｒ
の
ト
レ
ン
ド
（
そ
の
２
）

クイックUSA

社
員
で
は
な
い
の
で
」
と
い

う
返
答
が
あ
っ
た
。
週
40
時

間
勤
務
を
し
た
らFull-Time 

Employee

と
い
う
定
義
に
な

る
と
伝
え
た
が
、「
い
い
え
。

私
の
定
義
で
は
正
社
員
で
は
な

い
の
で
、
週
40
時
間
働
い
て
も

パ
ー
ト
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。

週
40
時
間
勤
務
し
て
も
パ
ー
ト

タ
イ
ム
と
い
う
発
想
に
と
て
も

驚
き
を
感
じ
た
事
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
言

葉
の
定
義
が
合
意
で
き
て
い
な

い
と
会
話
が
か
み
合
わ
な
く
な

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

日
本
の
言
葉
の
定
義
を
ベ
ー

ス
に
議
論
を
し
て
い
る
場
合

は
、
も
う
一
度
、
Ｈ
Ｒ
用
語
の

定
義
を
確
認
し
て
み
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
で

は
自
動
車
は
右
側
通
行
と
分
か

161

っ
て
い
な
が
ら
、
自
分
は
日
本

と
同
じ
左
側
通
行
で
自
動
車
を

運
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

（
２
）
報
酬

　

あ
る
日
系
企
業
の
報
酬
調

査
の
サ
ー
ベ
イ
を
確
認
し
て

い
る
と
米
系
の
企
業
の
同
じ

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
日
系
企
業
の

同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
例
え
ば

Administration M
anager

）

を
比
較
す
る
と
米
系
企
業
を

１
０
０
と
す
る
と
日
系
企
業
は

75
が
平
均
的
報
酬
水
準
で
あ
っ

た
。

　

あ
る
方
は
、
日
系
と
米
系
で

は
市
場
が
違
う
た
め
、
日
系
企

業
の
市
場
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ

と
言
う
。
あ
る
方
は
、
米
国
で

よ
い
人
材
を
採
用
し
よ
う
と
思

う
な
ら
米
系
の
市
場
に
合
わ
せ

る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

　

特
に
日
本
か
ら
進
出
さ
れ
る

企
業
は
日
本
本
社
か
ら
の
承

認
、
円
安
に
よ
る
米
国
報
酬
の

更
な
る
上
昇
、
等
米
国
で
の
報

酬
を
上
げ
る
こ
と
に
大
き
な
障

害
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

人
材
を
採
用
す
る
上
で
、
日
系

市
場
の
報
酬
レ
ベ
ル
で
採
用
を

す
る
の
か
？
あ
る
い
は
米
系
市

場
の
報
酬
レ
ベ
ル
で
採
用
を
す

る
の
か
？
そ
の
方
向
性
が
一
層

問
わ
れ
る
年
と
な
る
と
思
わ
れ

る
。

（
３
）
Ｈ
Ｒ
は
何
の
た
め
に 

　

恐
ら
く
ア
メ
リ
カ
で
は
訴
訟

が
と
て
も
多
い
た
め
に
、
Ｈ
Ｒ

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
弊
社
に

も
質
問
し
た
い
時
だ
け
ス
ポ
ッ

ト
で
質
問
し
た
い
と
い
う
ご
要

　

時
給
で
支
払
う
場
合
に
は

Notice to Employee

が

必

要
だ
と
伝
え
た
（
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
のLabor Code 

2810.5

）。
す
る
と
「
こ
の
方

は
ま
だ
正
社
員
で
は
な
い
の
で

す
が
、Notice to Employee

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ぜ
正
社
員
で
な
い
の
に

Employee
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ

う
か
？
」
と
い
う
質
問
を
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
、
時
給
の
場
合
は

Nonexempt

な
の
でNotice 

to Employee

が
必
要
だ
と
伝

え
た
。
し
か
も
、
週
40
時
間
働

くFull Time Employee

だ

と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
？

と
更
に
質
問
し
た
。
す
る
と
、

「
い
い
え
。
週
40
時
間
勤
務
し

ま
す
が
、
パ
ー
ト
で
す
。
正

望
も
多
い
。

　

一
方
で
、
Ｈ
Ｒ
と
は
御
社
の

理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
行
動
原
則

（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
）
を
実
践
す

る
た
め
の
車
軸
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
動
力
を

車
軸
を
通
じ
て
地
面
に
伝
え
る

よ
う
に
、
Ｈ
Ｒ
は
経
営
の
方
向

を
伝
え
て
、
実
践
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

24
年
は
時
々
ス
ポ
ッ
ト
で
考

え
て
い
た
Ｈ
Ｒ
と
い
う
役
割
を

日
常
に
す
る
年
で
も
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP　

Philosophy LLC President
www.919usa.com

　

Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
で
外
国
人
を

雇
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
米

国
企
業
と
、
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
を

申
請
し
米
国
で
働
く
こ
と
を
目

指
す
個
人
の
た
め
の
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま

す
。
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
の
プ
ロ
セ

ス
に
は
柔
軟
性
が
あ
る
の
で
、

大
企
業
や
特
定
の
企
業
の
み
が

ス
ポ
ン
サ
ー
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
の
規

模
や
収
入
に
関
係
な
く
ど
の
米

国
企
業
も
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
の
請

願
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
中
小
企
業
、
ま
た
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
企
業

が
外
国
人
を
雇
用
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ

ザ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
れ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
場
合
、
通
常
３

年
間
の
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
期
間
に

わ
た
っ
て
十
分
な
仕
事
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
保
持

者
に
対
し
て
継
続
的
な
雇
用
を

提
供
で
き
る
こ
と
を
示
す
必
要

も
あ
り
ま
す
。
雇
用
主
は
企
業

の
税
務
申
告
書
や
詳
細
な
財
務

情
報
の
提
出
は
基
本
的
に
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
簡

素
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
管
理
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

　

Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
は
、
特
定
の

技
術
的
専
門
知
識
を
持
っ
て
い

る
外
国
人
を
雇
用
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
幅
広
い
分
野

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な
要

件
は
、
職
務
が
専
門
的
な
ス
キ

ル
や
知
識
を
持
つ
専
門
家
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
移

民
法
弁
護
士
は
、
企
業
と
個
人

が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
プ
ロ

セ
ス
を
通
過
す
る
た
め
の
専
門

知
識
を
提
供
す
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

必
要
な
場
合
は
弁
護
士
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ

ザ
は
米
国
で
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
専
門
知
識
の
あ
る
個
人

と
、
専
門
ス
キ
ル
・
知
識
の
あ

る
外
国
人
に
働
い
て
も
ら
い
た

い
米
国
企
業
に
と
っ
て
最
適
な

ビ
ザ
で
す
。
必
要
な
知
識
を
得

て
、
申
請
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｈ
‐
１
Ｂ
ビ
ザ
の
申
請
と

雇
用
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

　

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
は

20
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら
、

「
２
０
２
４
年
米
国
小
売
業
界

の
最
新
動
向
〜
『
Ｎ
Ｒ
Ｆ
ビ
ッ

グ
シ
ョ
ー
２
０
２
４
』
を
受
け

て
〜
」
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
毎
年
１
月
、
全
米
小
売
業
協

会（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）が
主
催
す
る「
Ｎ

Ｒ
Ｆ
リ
テ
ー
ル
・
ビ
ッ
グ
シ
ョ

ー
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
同

シ
ョ
ー
お
よ
び
最
近
の
リ
テ

ー
ル
業
界
か
ら
見
え
て
き
た
、

２
０
２
４
年
米
国
小
売
業
界
の

最
新
動
向
と
ト
レ
ン
ド
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
講
師
は
、
平
山

幸
江
さ
ん
（
サ
チ
エ
・
ヒ
ラ
ヤ

マ
・
リ
テ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
ズ
代
表
／
ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企

業
海
外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業 

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
言
語
は
日
本

語
。
ジ
ェ
ト
ロ
・
中
小
企
業
海

外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
の
一
環
と
し
て
、

主
に
中
小
企
業
向
け
。
定
員

５
０
０
人
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・９
９
７
・０
４
０
０
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルpapt4@jetro.

go.jp

（
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
、
堀
田
さ
ん
、
石
井
さ
ん
、

本
田
さ
ん
）
ま
で
。
参
加
希
望

者
は
13
日
（
火
）
午
後
７
時

ま
で
にhttps://www.jetro.

go.jp/form5/pub/nya/
nrf2024

か
ら
申
し
込
む
。

米
国
小
売
業
の
最
新
動
向

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
20日

運
用
方
法

教
え
ま
す
Chat GPT
16 日と 29 日
無料セミナー

　Waterview AI

セ
ミ
ナ
ー

第
３
弾
「ChatGPT

実
践
編

〜
企
画
書
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
用
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ブ
ロ
グ
、

広
告
の
文
章
を
作
っ
て
み
よ

う
」
が
16
日
（
金
）
午
後
６

時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
社
内

でChatGPT

を
導
入
し
て
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
運
用
方
法
が
わ

か
ら
な
い
、
そ
ん
な
人
に
最
新

のChatGPT

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
。
質
疑
応
答
も
あ
る
。

　

ま
た
、
29
日
（
木
）
午
後
６

時
か
ら
は
セ
ミ
ナ
ー
第
４
弾

「ChatGPT

実
践
編
〜
プ
レ
ゼ

ン
資
料
と
自
動
返
信
メ
ー
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
例
、
画
像

生
成
Ａ
Ｉ
も
」
も
開
催
。
実
践

編
と
し
て
１
日
数
分
で
使
い
こ

な
せ
る
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

両
セ
ミ
ナ
ー
と
も
講
師
は
、

Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
仕
組
み
化
す

る
、
Ｄ
Ｘ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

株
式
会
社TreasureNey

取

締
役
の
水
谷
友
哉
氏
が
担
当

す
る
。
参
加
費
無
料
。
申
し

込
み
は
16
日
は　https://

shorturl.at/CEL07

、
29
日
は

https://shorturl.at/pGLRW

か
ら
登
録
す
る
。

　
日
本
の
商
材
を
集
め
た
Ｂ
２

Ｂ
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
︵
レ
イ
エ
ス
真
梨
子

代
表
︶
が
、
２
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ェ

イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
北
米
最
大
の
商
品
見
本

展
示
会
﹁
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
﹂
に

参
加
し
た
︵
３
面
に
記
事
︶。
　
　

　
地
球
儀
を
パ
ソ
コ
ン
と
リ
ン

ク
さ
せ
て
世
界
中
の
気
候
変
動

や
天
候
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

﹁
ほ
ぼ
日 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
﹂
は
﹁
ほ

ぼ
日
刊
イ
ト
イ
新
聞
﹂
発
行
人

の
糸
井
重
里
さ
ん
考
案
の
商
品

で
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
20
万
個

を
販
売
す
る
人
気
商
品
。
同
事

業
統
括
責
任
者
の
松
田
壮
一
郎

さ
ん
に
よ
る
と
今
年
８
月
か
ら

米
国
市
場
で
販
売
に
乗
り
出
す

と
い
う
。
先
日
の
東
京
の
大
雪

ま
で
過
去
デ
ー
タ
と
し
て
映
像

に
映
し
出
し
て
い
た
。

　
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
は

２
０
２
０
年
9
月
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
展
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
21

年
8
月
か
ら
は
、
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ

セ
ン
タ
ー
で
年
2
回
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
展
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
同
展
示
会

内
で
の
展
示
会
の
形
式
で
対
面

展
示
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年

は
西
海
岸
の
ワ
ン
・
エ
イ
テ
ィ
・

ワ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
︵
本

社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ト
社
長
︶
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
出

店
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
代

表
の
レ
イ
エ
ス
さ
ん
は
﹁
こ
の

よ
う
な
見
本
市
は
複
数
回
の
出

店
を
し
て
い
く
中
で
バ
イ
ヤ
ー

た
ち
と
の
商
談
の
可
能
性
も
高

ま
る
の
で
、
今
回
１
回
だ
け
で

な
く
、
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
勧
め
て
い
る
﹂
と
話
す
。

世界の天気が分かる地球儀
糸井重里さんの「ほぼ日GLOBE」

NY NOWに出店

DECO BOKO特設会場で説明を受ける来場者

主催者のレイエス代表（左）とジョンソン社長

https://hls-global.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://kkobo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://shorturl.at/pGLRW
https://shorturl.at/CEL07
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/nrf2024
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
年
音
楽
祭

／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
音
楽
祭
49
周

年
シ
ー
ズ
ン
、
第
９
回 

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
が
３

月
９
日
（
土
）
と
10
日
（
日
）、

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
２
階

ボ
ル
ボ
ホ
ー
ル
（
パ
ー
ク
街
58

番
地
、37
丁
目
と
38
丁
目
の
間
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
音
楽
祭
は
、
西
耕
一
（
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
評
論
家
）

の
講
演（
９
日
午
後
７
時
か
ら
）

及
び
選
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「
日
本

の
現
代
音
楽
・
過
去
と
現
在
」、

そ
し
て 

３
人
の
作
曲
家
の
新

旧
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
「
最
近
の
日
本
の
音 IV

」

（
10
日
午
後
５
時
か
ら
）
を
開

催
。
９
周
年
と
な
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
で
の
約
１

週
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中

に
、
講
演
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
に
て
大
学
院
作
曲
専
攻
生
の

た
め
に
作
曲
家
の
若
林
千
春
と

川
崎
真
由
子
に
よ
る
作
曲
セ
ミ

ナ
ー
、
自
作
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

　

演
奏
は
、
９
日
が
ジ
ェ
ン
・

ベ
イ
カ
ー
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）、

三
枝
未
歩
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
グ
リ
フ
ィ
ン

（
ビ
オ
ラ
）、
木
川
貴
幸
（
ピ
ア

ノ
）、
モ
メ
ン
タ
四
重
奏
団
。

10
日
は
、
ロ
ー
ラ
・
コ
ッ
ク
ス

（
フ
ル
ー
ト
）、
ア
ン
デ
ィ
・
ラ

ス
タ
ー
（
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク

ス
）、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
塩
崎
（
バ

イ
オ
リ
ン
）、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

キ
ー
ン
バ
ウ
ム
（
ビ
オ
ラ
）、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
グ
ロ
ス（
チ

ェ
ロ
）、
カ
イ
ル
・
モ
ト
ゥ
ル

（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）、
木
川
貴
幸

（
ピ
ア
ノ
）、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
シ

ュ
ウ
（
打
楽
器
）、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
シ
メ
ル
（
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
）、
石
榑
雅
代
（
十
三
絃

筝
）。
チ
ケ
ッ
ト
はhttps://

mfjfestival2024.eventbrite.
com

か
ら
。

３
月
9
日
と

10
日
の
両
日

ミュージック・フロム・ジャパン
スカンジナビアハウスで
NY音楽祭49周年

 　
野
外
フ
ェ
ス
の
原
点
と
も

言
え
る
１
９
６
９
年
の
ウ
ッ
ド

ス
ト
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆

ア
ー
ト
・
フ
ェ
ア
の
跡
地
に
立

つ
劇
場
施
設
ベ
セ
ル
ウ
ッ
ズ
・

セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ジ
・
ア

ー
ツ
（
サ
リ
バ
ン
郡
べ
セ
ル
）

は
、
同
劇
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
者
に
60
年
代
当
時
の
祭
典

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
敷
地
内
に
最
先
端
の
キ

ャ
ン
プ
地
を
開
設
し
た
。

　

テ
ン
ト
宿
泊
に
は
選
択
肢
が

あ
り
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
形
式

は
三
角
屋
根
の
２
人
用
ベ
ッ

ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
あ
る
ベ
ル

テ
ン
ト
で
、
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
の
室
内
の
有
無
は
値
段

に
よ
っ
て
異
な
る
。
自
前
の
テ

ン
ト
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
20

×
20
イ
ン
チ
の
芝
生
に
最
高
４

人
ま
で
宿
泊
で
き
、
屋
外
設
置

の
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
、
手
洗

い
所
を
利
用
す
る
。
同
施
設
の

代
表
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス

氏
は
声
明
で
「
１
８
０
０
エ
ー

カ
ー
と
広
大
な
敷
地
で
、
豊
か

な
歴
史
と
美
し
い
景
色
を
音
楽

と
一
緒
に
屋
外
で
堪
能
で
き
る

と
い
う
国
内
初
の
施
設
を
提

供
す
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
」
と
伝
え
て
い
る
。
今
年
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
キ

ャ
ン
プ
に
関
す
る
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

bethelwoodscenter.org/

を

参
照
す
る
。

あ
の
伝
説
フ
ェ
ス
跡
地
に

新
た
な
キ
ャ
ン
プ
場

　

ジ
ャ
ズ
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

及
川
陽
菜
に
よ
る
「
サ
タ
デ

ー
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
24
日
（
土
）

午
後
４
時
か
ら
、
ク
イ
ー
ン

ズ
区
エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
に
あ

る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
改
革
派
教

会
（The Reformed Church 

of Newtown

：85-15 
Broadway

）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

及
川
は
１
９
９
８
年
、
埼
玉

県
生
ま
れ
。
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
に
て
サ
ッ
ク
ス
を
始
め
、
高

校
入
学
と
同
時
に
ジ
ャ
ズ
に
転

向
。
尚
美
学
園
大
学
音
楽
表
現

学
科
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ス
に
全
額
特

待
生
と
し
て
合
格
。
２
０
２
１

年
か
ら
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
ク
イ
ー

ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
大
学
院
へ
留

学
、
23
年
５
月
に
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
、
優
れ
た
ア
レ
ン
ジ

ャ
ー
へ
贈
ら
れ
る
「
マ
ー
ビ
ン

ハ
ム
リ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
ド
」
を

受
賞
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

　

当
日
は
及
川
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
を
中
心
に
、
若
手
ジ
ャ
ズ
メ

ン
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

演
奏
を
披
露
す
る
。
コ
ン
サ
ー

ト
後
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
る
。
入
場
無
料
（
寄
付
制
10

〜
20
ド
ル
）。
チ
ケ
ッ
ト
予
約

はhttps://partiful.com/e/
RgrqNQJGoDqGkSHxJ9Ox

か
ら
。

JAZZサックス奏者

及川陽菜
24日ライブ

　

京
都
大
学
で
Ａ
Ｉ
時
代
に
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
ア
ー

ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ア

ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
教

育
に
従
事
す
る
土
佐
尚
子
教

授
が
１
月
31
日
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
「
時
を
超

え
る: 

日
本
の
ア
ー
ト
＆
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー / Transcending 

Time: Japanese Art & 
Technology

」
と
題
す
る
講

演
会
を
行
っ
た
。

　

金
屏
風
に
描
か
れ
た
荘
厳
な

美
し
さ
、
生
け
花
の
優
美
な
線

な
ど
、
日
本
美
術
に
は
時
代
を

超
え
た
魅
力
が
あ
る
。
現
代
で

は
新
し
い
技
術
が
こ
う
し
た
芸

術
と
の
関
わ
り
方
に
革
命
を
も

た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
貴
重
な
絵

画
を
高
精
度
で
複
製
す
る
こ
と

で
原
画
を
安
全
に
保
存
し
つ

つ
、
一
般
の
人
々
が
鑑
賞
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
現

代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
日
本

の
伝
統
的
な
芸
術
概
念
を
斬
新

な
方
法
で
表
現
し
て
い
る
。
今

回
の
講
演
会
で
は
、
日
本
の
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
あ
り
「
い
け
ば
な
の
音
」

の
作
者
で
あ
る
京
都
大
学
教
授

の
土
佐
氏
と
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
の
日
本
美

術
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
フ
ラ

ン
ク
・
フ
ェ
ル
テ
ン
ス
氏
が
、

今
日
の
日
本
美
術
界
に
お
け
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
に
つ
い

て
考
察
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら

ア
ー
ト
と
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
今

後
の
土
佐
教
授
の
考
え
な
ど
多

数
の
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。
土

佐
教
授
は
「
ア
ナ
ロ
グ
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
さ
せ
る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ア
ー
ト
を
目
指
し
た

い
。
伝
統
ア
ー
ト
だ
け
で
な
く

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
も
人
の
生
活
に

密
着
し
て
い
る
」と
指
摘
す
る
。

「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ア
ー
ト
技
術
を

追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ア
ナ

ロ
グ
と
し
て
の
人
間
の
真
髄
を

考
察
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
締

め
括
っ
た
。

　

土
佐
教
授
は
昨
年
の
秋
に
続

き
、
２
月
９
日
〜
14
日
ま
で
開

催
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
（
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
）
で
最
新
作

品
を
披
露
す
る
。
10
日
午
後
６

時
30
分
か
ら
、
会
場
は
チ
ェ
ル

シ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
（
西

28
丁
目
５
３
５-

５
５
１
番
地
）

に
て
。
入
場
は
招
待
制
。

（
古
市
裕
子
／
欧
米
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
研
究 SDGs 

ラ
イ
タ

ー
、
写
真
も)

Ａ
Ｉ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ア
ー
ト
の
融
合
を
目
指
す

土
佐
尚
子
教
授 

Ｊ
Ｓ
講
演

原
画
を
安
全
に
保
続
し

一
般
鑑
賞
機
会
を
増
大

 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
4
年
度
第
53

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
4
月
13
日
号

応
募
締
切
：
4
月
1
日
（
月
）
必
着

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
４
年
度
は
各
課
題
に
対
し

選
考
作
品
の
発
表
は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
2
回
目
の
選
考
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

●
幼
児
の
部

　

背
中
を
ま
っ
す
ぐ
に
、
力
を
入
れ
て
て
い
ね

い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

マ
ス
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
大
き
く
力
強
い
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

縦
画
を
ま
っ
す
ぐ
に
書
く
に
は
そ
の
都
度
、

十
分
な
筆
圧
が
必
要
で
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

文
字
中
心
を
揃
え
、
基
本
点
画
の
書
き
表
し

を
正
確
に
。

●
中
学
の
部

　

漢
字
は
力
強
く
、
ひ
ら
が
な
は
曲
線
を
生
か
す

よ
う
に
書
き
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

小
さ
な
点
画
の
位
置
や
は
ら
い
の
方
向
に
十

分
注
意
し
な
が
ら
書
き
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

協賛：米国ゼブラ社

ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク

https://aantcinc.com/
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
https://www.bethelwoodscenter.org/
https://partiful.com/e/RgrqNQJGoDqGkSHxJ9Ox
ttps://mfjfestival2024.eventbrite.com
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第
二
次
世
界
大
戦
時
、
日
系

米
国
人
に
強
制
収
容
所
で
の
生

活
を
強
い
た
大
統
領
令
は
違
憲

だ
と
、
国
を
相
手
に
長
期
間
係

争
し
人
権
回
復
を
勝
ち
取
っ
た

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
の
功

績
に
敬
意
を
表
し
、
同
氏
の
誕

生
日
で
あ
る
１
月
30
日
を
「
移

民
の
自
由
と
人
権
を
守
る
記
念

日
：
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
」
に
し
よ
う
と
い
う
運
動

が
起
き
て
い
る
。
Ｎ
Ｊ
州
で
は

２
０
２
０
年
に
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

区
が
単
独
で
、
23
年
に
は
州
全

体
で
、
同
記
念
日
が
正
式
に
認

定
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
は
20
年
か

ら
毎
年
１
月
30
日
当
日
に
記
念

式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本

年
も
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
「
バ

リ
モ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
・
セ
ン
タ

ー
」
で
開
催
さ
れ
た
。
同
区
や

Ｎ
Ｊ
州
で
の
認
定
実
現
に
向
け

尽
力
し
た
日
系
人
実
業
家
の
古

本
武
司
氏
が
「
Ｆ
コ
レ
マ
ツ
の

日
系
移
民
の
人
権
守
る
「
Ｆ
コ
レ
マ
ツ
の
日
」

記
念
式
典
を
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
開
催

　

開
発
が
目
覚
ま
し
い
バ
ー
ゲ

ン
郡
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の

ほ
ど
、
区
が
運
営
す
る
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
・
ト
ゥ
デ
ィ
・
オ

ン
デ
マ
ン
ド
」
で
、
マ
ー
ク
・

ソ
コ
リ
ッ
チ
区
長
が
出
演
し
、

区
の
予
算
で
２
０
２
４
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
開
発
・
整
備

予
定
地
を
回
っ
て
説
明
す
る
動

画
を
公
開
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
旧
郵
便

局
跡
地
に
建
設
中
の
区
民
の
憩

い
の
広
場
、
少
年
少
女
サ
ッ
カ

ー
場
、
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
、
区

民
農
園
、
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

や
、
か
つ
て
市
電
が
走
っ
て
い

た
ア
ボ
ッ
ト
ブ
ル
バ
ー
ド
の
遊

歩
道
な
ど
の
新
設
と
、
終
着
駅

跡
地
の
駐
車
場
の
整
備
、
新

型
消
防
車
３
台
の
導
入
な
ど

を
発
表
し
た
。
動
画
リ
ン
ク

は https://m.youtube.com/
watch?v=ILl43UXHvYA

  

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
主
催
名
刺
交
換
会

今
年
も
盛
り
上
が
る

日
」
認
定
運
動
の
経
緯
と
活
動

を
報
告
。
続
い
て
、
マ
ー
ク
・

ソ
コ
リ
ッ
チ 

フ
ォ
ー
ト
リ
ー

区
長
、
佐
藤
貢
司
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
会
長
、
遠
藤
彰
Ｎ
Ｙ
総
領
事

館
首
席
領
事
、
ラ
ジ
・
ム
ケ
ル

ジ
Ｎ
Ｊ
州
上
院
議
員
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ

ー
Ｎ
Ｊ
州
知
事
か
ら
の
親
書
を

ハ
イ
ラ
・
シ
ャ
イ
ク
Ｎ
Ｊ
ア
ジ

ア
・
環
太
平
洋
諸
島
系
米
国
人

協
議
会
会
長
が
代
読
、カ
レ
ン
・

コ
レ
マ
ツ 

Ｆ
コ
レ
マ
ツ
財
団

理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

キ
ャ
ロ
ル
古
本
夫
人
が
代
読
し

た
。
ま
た
、
強
制
収
容
所
で
少

年
時
代
を
過
ご
し
た
３
人
の
日

系
人
男
性
と
そ
の
家
族
が
現
代

に
再
会
し
、
強
制
収
容
所
に
花

を
供
え
に
行
く
、
エ
ミ
ー
賞
受

賞
の
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
も
上
映
さ
れ
た
。

　

同
式
典
の
締
め
く
く
り
に
古

本
氏
は
、「
今
も
ま
だ
各
国
か

ら
の
移
民
に
対
し
て
差
別
や
ヘ

イ
ト
事
件
が
絶
え
な
く
起
き
て

い
る
が
、
米
国
政
府
は
国
と
し

て
過
去
の
過
ち
は
決
し
て
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
移
民
の

自
由
と
人
権
を
守
っ
て
欲
し

い
。」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
次

の
目
標
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
州
全
体

で
の
同
記
念
日
の
認
定
に
向

け
、
現
在
州
議
会
に
働
き
か
け

て
い
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
た
。

フォートリー区長
動画で本年度の
開発予定を発表

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
（
近
藤
三
奈

会
長
）
は
１
月
30
日
夜
、
エ
ッ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
「
ア
メ
リ
カ

ン
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
で
恒
例
の
名

刺
交
換
会
を
開
催
し
、
約
60
人

の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
集
ま

り
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

香
純
恭
師
範
率
い
る
Ｎ
Ｙ
殺

陣
波
涛
流
の
演
武
に
続
き
、「
フ

レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・
デ
ー
」

を
記
念
し
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
事
務

局
の
ル
デ
ィ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏

が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
１
年
の
同
会
の
活
動

を
表
し
、
郡
事
務
局
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
テ
デ
ス
コ
氏
か
ら
の
表
彰

状
が
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
と
役
員
４

人
に
手
渡
さ
れ
た
。
続
い
て
、

近
藤
会
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
報
告
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
会

や
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
老
後
の

こ
と
を
学
ぶ
会
な
ど
新
規
の
活

動
予
定
、
オ
ー
バ
ー
ペ
ッ
ク
公

園
で
の
秋
祭
り
も
皆
で
作
り
上

げ
よ
う
と
の
話
が
あ
り
、
会
の

士
気
が
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
日
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
か
ら
世
界
ど
こ
で
も
行
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

の
往
復
航
空
券
の
ラ
ッ
フ
ル
も

行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
っ

た
。

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
https://m.youtube.com/watch?v=ILl43UXHvYA


2024年（令和 6年）2月 10日（土） ［書　籍］　　（10  ）

　

有
吉
佐
和
子
の
『
青
い
壺
』

が
文
庫
本
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
連

続
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
２
０
２
３

年
12
月
ま
で
40
万
冊
が
売
れ
た

と
い
う
。
有
吉
佐
和
子
と
い
え

ば
、『
恍
惚
の
人
』、『
複
合
汚
染
』

を
書
い
た
社
会
派
作
家
で
、「
笑

っ
て
い
い
と
も
」
の
テ
レ
フ
ォ

ン
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
に
呼
ば
れ
た

が
番
組
の
終
わ
り
ま
で
１
人
で

ず
っ
と
喋
っ
て
い
た
強
烈
な
キ

ャ
ラ
で
、
出
演
後
間
も
な
く
突

然
死
し
、
激
し
く
人
生
を
駆
け

抜
け
た
作
家
と
い
う
印
象
が
あ

っ
た
。
検
索
す
る
と
亡
く
な
っ

た
の
は
番
組
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
２

か
月
後
だ
っ
た
。
私
は
『
恍
惚

の
人
』を
高
校
生
の
時
に
読
み
、

大
便
を
畳
に
塗
る
シ
ー
ン
が
衝

撃
的
で
、
当
時
は
認
知
症
は
痴

呆
症
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
い
か

に
人
格
破
壊
を
も
た
ら
す
の
か

怖
か
っ
た
。
親
の
介
護
が
我
が

身
に
も
起
き
て
恍
惚
の
人
に
は

な
っ
て
欲
し
く
な
い
と
切
に
願

っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
短
編
13
話
で

構
成
さ
れ
て
、
青
い
壺
は
売
ら

れ
盗
ま
れ
、
十
余
年
後
に
作
者

と
再
会
す
る
ま
で
に
壺
が
映
し

出
し
た
数
々
の
人
生
と
言
う
の

が
公
式
あ
ら
す
じ
だ
。
そ
こ
で

思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
ホ
ー
プ
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」
で
あ
る
。
持
ち

主
が
次
々
と
不
幸
に
な
る
と
い

う
呪
い
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ
。

昭
和
の
子
供
向
け
の
ホ
ラ
ー
本

や
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
私
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ

た
。
時
代
も
昭
和
な
の
で
本
書

も
そ
う
い
っ
た
類
い
の
オ
カ
ル

ト
の
話
で
は
と
思
っ
た
の
だ
が

違
っ
た
。
青
い
壺
は
い
ろ
ん
な

人
の
手
に
渡
る
が
呪
っ
た
り
不

幸
に
し
て
い
な
い
。

　

第
１
話
で
は
青
い
壺
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
話
が
書
か
れ
て

い
る
。
既
に
亡
く
な
っ
た
が
有

名
な
陶
芸
家
の
父
を
持
つ
省
造

は
父
の
反
発
か
ら
大
量
生
産
的

な
陶
器
を
作
っ
て
い
る
。
一
点

も
の
の
壺
を
３
つ
作
り
、
そ
の

中
で
青
磁
の
経
管
を
気
に
入
っ

た
。
そ
れ
が
タ
イ
ト
ル
に
な
っ

た
青
い
壺
。
あ
る
展
開
が
あ
っ

て
デ
パ
ー
ト
で
売
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

最
初
の
ペ
ー
ジ
か
ら
終
わ
り

ま
で
、
私
が
ず
っ
と
感
じ
て
い

た
の
は
、
日
本
語
と
は
こ
ん
な

に
美
し
か
っ
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。小
津
安
二
郎
、

溝
口
健
二
、
黒
澤
明
の
映
画
を

観
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
丁
寧

で
上
品
な
の
で
あ
る
。
現
代
の

小
説
や
映
画
、
ド
ラ
マ
で
は
決

し
て
読
ん
だ
り
、
聞
く
こ
と
が

な
い
昭
和
の
言
葉
が
美
し
か
っ

た
。
花
を
生
け
る
こ
と
に
つ
い

て
の
描
写
が
著
者
の
生
花
に
つ

い
て
の
造
詣
が
深
い
こ
と
が
素

人
の
私
で
も
分
か
り
、
い
い
と

も
を
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
ト
ン
デ
モ

作
家
で
は
な
か
っ
た
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
背
景
に
つ

い
て
の
記
事
が
発
行
元
の
文
春

オ
ン
ラ
イ
ン
に
あ
っ
た
。
雑
誌

の
連
載
後
に
１
９
７
７
（
昭
和

52
）
年
４
月
に
刊
行
。
80
年
に

は
文
庫
化
さ
れ
、
98
年
ま
で
版

を
重
ね
て
い
た
が
絶
版
に
な
っ

た
。
そ
し
て
文
春
文
庫
編
集
部

の
山
口
由
紀
子
さ
ん
が
資
料
室

で
見
つ
け
た
。
タ
イ
ト
ル
は
地

味
だ
し
、
あ
ら
す
じ
だ
け
読
ん

で
も
、
大
き
な
テ
ー
マ
性
が
あ

る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
し

と
思
っ
た
が
読
ん
で
み
た
ら

面
白
く
、
企
画
会
議
に
通
り

２
０
１
１
年
新
装
文
庫
と
し
て

復
刊
。
そ
れ
を
読
ん
だ
原
田
ひ

香
が
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
絶

賛
し
た
の
が
編
集
者
の
目
に
留

ま
り
、
帯
へ
の
推
薦
文
を
依
頼

し
て
発
売
し
た
と
こ
ろ
、
令
和

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

　

本
書
が
『
青
い
壺
』
そ
の
も

の
だ
っ
た
の
だ
。
青
い
壺
は
十

数
年
経
っ
て
も
壊
れ
ず
、
怪
我

も
せ
ず
、
古
色
が
つ
い
て
い
い

も
の
に
な
っ
て
い
た
と
本
書
に

あ
る
よ
う
に
時
を
経
て
変
化
し

て
も
良
書
は
さ
ら
に
い
い
も
の

に
な
る
の
で
あ
る
と
教
え
て
く

れ
た
。　
　
　
　
　
（
山
河
藍
）

絶版から復刊、ベストセラーに
有吉佐和子・著

 文春文庫・刊

■七つのカップ　現代ホラー小説傑作集（小野不由美ほか、
角川ホラー文庫）10年ぶりに故郷に戻ってきた貴樹。両
親と弟は亡くなり実家で孤独な毎日を送る彼の耳に三味線
の音が流れてくる。誰が弾いているのか。料亭の隣家との
壁に隙間が空いていることに気づく。 小野不由美の「芙蓉
忌」ほか7人の作家による傑作ホラー短編集。■ワンさぶ
子の怠惰な冒険（宮下奈都、光文社文庫）北海道トムラウ
シの山村留学から福井に帰ってきた宮下家。白い柴犬ワン
さぶ子が家族の一員となった。3人の子供たちは大学生、
高校生、中学生となり、それぞれの道を歩き始めていく。
宮下家5人と一匹の3年間の日記式エッセイ。■本を読む
だけで脳は若返る（川島隆太、PHP新書）大人気シリーズ
「脳トレ」を開発した東北大学加齢医学研究所所長の川島
博士が「読書は脳の全身運動である」と語る。「読書」「音読」
こそが脳を活性化する。音読で脳機能が向上し、認知症の
症状も改善する。年齢にかかわらず効果がある読書が脳に
与えるメリットを著者の研究からわかりやすく解説する。　
■「秒」で伝える（小倉仁志、日本経済新聞出版）メール
やLINEであなたの伝えたいことが速く的確に伝わってい
るだろうか。本書では、簡単な１枚の絵を見て、そこに描
かれた状況をどのように伝えるかをテーマに100の実践
的なレッスンを提示する。誤解されることなく相手に伝わ
る文章力が身につく。■変な家２（雨穴、飛鳥新社）前作『変な家』が反響
を呼び、多くの相談が筆者・雨穴に寄せられた。その中から11軒の間取り
図について今回も設計士の栗原さんと謎を解き明かす。著者のユーチューブ
の動画が書籍化、映画化、テレビドラマ化されていて、今作はすべて書き下
ろし。ドキュメンタリータッチのホラー謎解きストーリー。■ 2020年の恋
人たち（島本理生、中公文庫）ワインバーを営んでいた母が突然の交通事故死。
落ち着く間もなく店を引き継ぐかどうか、会社員で34歳の前原葵は選択を
迫られる。同棲しているのに会話がない恋人の港との関係に悩み、母の店の
常連客だった幸村や、店を手伝ってくれる年下の松尾、試飲会で知り合った
瀬名と複数の男性に葵の心は揺れ動く。直木賞受賞後長篇第一作。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

７
人
の
作
家
の
現
代
ホ
ラ
ー
短
編
集
。
人
気
作
家
が
綴
る
家
族
５
人
と
柴
犬
の
エ
ッ
セ
イ
。

読
書
と
音
読
で
脳
は
活
性
す
る
。
奇
妙
な
間
取
り
の
家
の
謎
を
解
く
ヒ
ッ
ト
作
第
２
弾
。

複
数
の
男
性
と
出
会
い
揺
れ
動
く
30
代
の
恋
愛
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
と
一
緒

に
住
ん
で
い
る
黄
色
い
帽
子
の

お
じ
さ
ん
は
、
近
所
の
子
ど
も

達
を
招
い
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
お
祝
い
を
す
る
た
め
、
飾

り
付
け
や
お
菓
子
作
り
、
カ
ー

ド
作
り
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
好
奇
心
旺
盛
な
ジ
ョ
ー
ジ

が
子
供
達
と
一
緒
に
風
船
を
膨

ら
ま
せ
た
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
お
菓
子
作
り
を
し
な
が
ら
、

ど
ん
な
い
た
ず
ら
を
す
る
の
で

し
ょ
う
？　

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
ジ
ョ
ー
ジ
と
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー

テ
ィ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
も
人
気
の
「
お
さ
る

の
ジ
ョ
ー
ジ
」
シ
リ
ー
ズ
。
表

紙
や
絵
本
全
体
に
キ
ラ
キ
ラ
輝

く
赤
い
箔
が
施
さ
れ
、
ジ
ョ
ー

ジ
ら
し
い
ポ
ッ
プ
な
ス
ト
ー
リ

ー
で
、
親
子
で
楽
し
く
バ
レ
ン

タ
イ
ン
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
各
場
面
に
は
子
ど
も
の
ワ

ク
ワ
ク
を
引
き
出
す
、
折
り
た

た
み
式
の
め
く
っ
て
広
げ
る
フ

ラ
ッ
プ
が
つ
い
た
仕
掛
け
絵

本
。
対
象
は
２
〜
４
歳
。
14
ペ

ー
ジ
の
丈
夫
な
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

本
。
子
ど
も
へ
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
お
菓
子
と
一
緒
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
本
。（
高
田
）

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
と
バ
レ
ン
タ
イ
ン

 『Happy Valentine’s Day, 
Curious George! 』

Written by  N. Di Angelo
Published by  Houghton Miffl in Harcourt

https://usa.kinokuniya.com/
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 145

February

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の
麗
人

概して米国の鉄道の駅はお粗末だが、１８７１年開業のグランドセントラル
駅は例外で、メトロノース鉄道が発着するこの駅には構内の装飾、フード・マー
ケット、ダイニング・コンコース、ショッピング街など、帰宅電車を逃して
も時間を有効に使える楽しみがある場所だ。まず歴史的建造物のメインコー
スにある大空間の天井にはプラネタリウムのような星座が描かれている。そ
の下には千～２千万ドルの価値と見られるオパール・ガラスがはみこまれた
４面時計がある。構内には「オイスターバー」や北イタリア料理店など、バー
やレストランの他、新鮮な魚介類や野菜、肉類など夕食の材料を買って帰れ
るヨーロッパ風マーケットもある。しかし通行人は誰もが目的地を目指して
足早に通り過ぎる人ばかりで、ストスナの対象を捕まえるには一苦労。

（ワインスタイン今井絹江、写真も )

　
米
国
で
大
手
女
性
雑
誌
の

﹃V
O

G
U

E

﹄
﹃E

L
L

E

﹄

や

﹃O
n

﹄
﹃JIN

S

﹄
﹃A

u
try

﹄

な
ど
で
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
仕
事
を
手
が

け
、
広
告
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、

イ
ベ
ン
ト
で
も
幅
広
く
精
力
的

に
活
動
中
の
日
本
人
女
性
だ
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
は
、

現
在
ア
ジ
ア
系
モ
デ
ル
の
採
用

が
多
く
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
大
切
に
す
る

傾
向
が
強
い
と
い
う
。
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ

で
選
ぶ
た
め
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
の
綺
麗
に
美
し
く
す
れ
ば
い

い
で
は
通
じ
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
仕
事
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
パ
リ
を
往
復
す
る
。
パ
リ

で
は
メ
イ
ク
も
ミ
ニ
マ
ム
な
も

の
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
の
を
実
感
し
て
い
る
。

世
界
の
モ
デ
ル
た
ち
の
肌
を
通

し
て
、
時
代
の
今
を
肌
で
感
じ

る
瞬
間
で
も
あ
る
。

　
こ
ち
ら
で
結
婚
、
ご
主
人
が

が
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
、
フ
ラ

ン
ス
の
文
化
や
カ
ル
チ
ャ
ー
に

触
れ
る
機
会
が
増
え
た
。
仕
事

の
内
容
は
主
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
は
、
活
動
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
東
京
生
ま
れ
、
埼
玉
育
ち
。

高
校
ま
で
体
育
会
系
で
、
高
校

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ス
ポ
ー
ツ

特
待
で
入
学
し
た
。
大
学
で
も

続
け
る
話
が
あ
っ
た
が
、
既
に

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
に
興
味
を
抱
い

て
い
た
た
め
、
ア
ス
リ
ー
ト
の

道
で
は
な
く
メ
イ
ク
の
道
を
選

び
、
美
容
学
校
へ
入
学
し
た
。

卒
業
後
、
カ
ラ
ー
リ
ス
ト
で

有
名
な
美
容
室
﹁kakim

oto 
arm

s
﹂
で
ヘ
ア
カ
ラ
ー
リ
ス

ト
と
し
て
５
年
間
働
い
た
。
3

年
目
に
、
日
本
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
、
そ
の
2

年
後
に
は
夢
だ
っ
た
メ
イ
ク
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
た
め
に

資
生
堂
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｆ
Ａ
で
一
年

間
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
学
生
生
活

を
送
り
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
の
基
礎

を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
ヘ
ア
メ

イ
ク
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

一
年
間
経
験
を
積
み
、
海
外
で

挑
戦
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

高
ま
り
、
28
歳
の
時
に
来
米
し

た
。
英
語
が
全
く
話
せ
な
か

っ
た
た
め
、
一
年
間
猛
勉
強

し
、
そ
の
後
メ
イ
ク
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
仕
事
を
始
め
て
5

年
後
に
独
立
。
現
在
は
﹁A

rt 
D

epartm
ent

﹂
と
い
う
米
大

手
事
務
所
に
所
属
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
大
き
な

目
標
は
、
自
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
こ
と

だ
。
モ
デ
ル
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
近
い
距
離
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
多
く
、
肌
の
悩
み
に
触
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
自
分
自
身
が

肌
ケ
ア
が
好
き
で
あ
り
、
美
容

療
法
や
エ
ス
テ
な
ど
の
経
験
を

積
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
、

プ
ロ
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
技
術
を
一
般
の

人
に
何
か
還
元
で
き
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　﹁
女
性
の
美
し
さ
に
対
す
る

願
い
は
一
生
続
く
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
異
な
る
角
度
か
ら

自
身
の
仕
事
と
結
び
つ
け
、
時

代
に
合
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
提
案
も
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
﹂
と
話
す
。
内
面
か
ら
の
美

し
さ
も
ま
た
大
切
に
生
き
て
い

る
。（
三
浦
良
一
記
者
、写
真
も
）

メイクアップ・アーティスト

塩野目 知世さん

Website: tomomakeup.co  Instagram: @tomoyomakeup

異
な
る
価
値
観
の
中
で
美
を
追
求
す
る  ◇氏名：ローレン・レイブラン（30 歳）

◇職業：エンジニアでファッショ
ン・モデル
◇居住地：マンハッタン区
◇着用の服：人目を引く奇抜な
ブーツはニューメキシコ州のア
ルバカーキで購入、ジャケット
はディラン、その下はブラウス
代わりの絹のスカーフ、パンツ
はカルバン・クライン、バッグ
はビンテージ
◇よく利用する店：特になし、
ビンテージが好き

◇好きなブランド：オットリン
ガー（Ottolinger）、キス（Kith）
◇着こなしで気をつけているこ
と：「朝起きると、その日の自分
を表現できる服装を考えて装う。
着るもので自己表現をする」今
日の自己表現は？「来週始まる
NY ファッション・ウィークの
オーディションに行く途中だか
ら、その装いよ」
◇撮影場所：42 丁目のグランド
セントラル駅前　　

https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.idocenter.com
tomomakeup.co


2024年（令和 6年）2月 10日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
で
１

月
24
日
に
日
本
人
女
性
コ
ー
ラ

ス
花
み
ず
き
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

た
。
花
み
ず
き
は
30
年
以
上
に

渡
り
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で

日
本
人
女
性
コ
ー
ラ
ス
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
お

り
、
現
地
の
老
人
ホ
ー
ム
や
図

書
館
等
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
披
露

し
て
い
る
。
今
回
は
数
年
ぶ
り

の
同
校
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

っ
た
。
子
供
た
ち
は
体
育
館
に

響
き
渡
る
歌
声
を
体
全
体
で
受

け
止
め
、
知
っ
て
い
る
曲
を
一

緒
に
口
ず
さ
み
な
が
ら
楽
し
ん

だ
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
い
響

き
に
目
を
凝
ら
し
背
筋
を
伸
ば

し
て
聴
き
入
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
懐
か
し
い
日
本
の
童
謡
か

ら
英
語
の
曲
な
ど
レ
パ
ー
ト
リ

ー
が
豊
富
で
、
素
敵
な
コ
ー
ラ

ス
に
う
っ
と
り
聴
き
入
っ
た
。

最
後
は
お
礼
に
同
校
の
初
等

部
・
中
等
部
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

合
唱
曲
を
披
露
し
た
。

花
み
ず
き
の
コ
ー
ラ
ス

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
に
響
く

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）
は
1
月

27
日
、
中
高
等
部
の
生
徒
に
よ

る
「
第
27
回
ス
ピ
ー
チ
大
会
〜

私
の
主
張
」
を
開
催
。
こ
の
大

会
は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜
さ

れ
た
代
表
者
が
自
ら
の
体
験
か

ら
得
た
考
え
や
気
づ
き
、
ま
た

社
会
へ
の
興
味
・
関
心
な
ど
を

ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
伝
え
、
日

本
語
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
１
９
９
６
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
校
の

伝
統
行
事
。
今
年
は
17
人
の
生

徒
が
、
地
球
温
暖
化
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
バ
イ
ア
ス
、補
習
校
改
革
、

友
情
、
不
屈
の
精
神
、
生
き
も

の
の
命
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

な
ど
を
取
り
上
げ
、
熱
の
こ
も

っ
た
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た
。

　

時
に
は
身
振
り
手
振
り
を
交

え
、
聴
衆
に
訴
え
か
け
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
が

次
々
と
展
開
さ
れ
る
中
、
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
高
等

部
2
年
生
の
武
井
大
治
さ
ん
に

よ
る
「
今
を
生
き
る
」。
祖
父

母
の
法
要
に
参
列
し
た
こ
と
や

友
人
の
事
故
を
通
し
て
、
周
り

の
人
々
の
存
在
は
あ
た
り
ま
え

で
は
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
深

く
感
謝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
死
は
全
て
の
人
に

平
等
に
訪
れ
る
が
、
死
を
意
識

す
る
こ
と
で
生
が
輝
く
。
自
分

の
望
む
生
き
方
を
実
現
す
る
た

め
に
、
い
つ
か
訪
れ
る
死
を
意

識
し
な
が
ら
周
り
の
人
々
に
感

謝
し
、
1
日
1
日
全
力
で
今
を

生
き
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
語
っ
た
。
受
賞
後
、
武
井
さ

ん
は
「
補
習
校
生
活
最
後
の
年

に
最
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
て
良

い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
思
い
を
上
手
く
伝
え
ら
れ
て

嬉
し
い
で
す
」
と
少
し
照
れ
な

が
ら
感
想
を
述
べ
た
。

　

滝
俊
明
教
頭
は
「
米
国
に
住

む
生
徒
の
皆
さ
ん
ら
し
く
、
多

様
な
切
り
口
で
、
自
分
な
り
の

言
葉
で
発
表
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
今
日
は
私
の
脳
も
心
も
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、

本
大
会
が
本
校
の
国
語
教
育
の

総
決
算
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
」
と
講
評
を
述
べ
、
本

大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
そ
の

他
の
入
賞
者
は
、
優
秀
賞
の
北

川
茂
那
さ
ん
（
高
２
）、
髙
橋

勇
登
さ
ん
（
高
１
）、
入
賞
の

イ
ス
ラ
ス
華
さ
ん
（
高
２
）、

槝
之
浦
愛
里
さ
ん
（
高
１
）、

實
光
海
愛
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
さ

ん
（
高
２
）、
審
査
員
特
別
賞

の
石
陽
花
さ
ん
（
高
１
）。

第27回スピーチ大会開催

最
優
秀
賞
に
武
井
さ
ん

生
き
る
こ
と
の
重
要
性
語
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昨
年
度

も
大
好
評
だ
っ
た
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
。
幼
児
部
／
小

学
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
英
語

語
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
、
野
球
教
室
、
い
ろ

は
に
ほ
ん
ご
教
室
と
た
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

る
。
い
ず
れ
の
キ
ャ
ン
プ
も
Ｎ

Ｙ
育
英
学
園
の
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
と
な
り
、
日
本
語
環
境
や
英

語
環
境
の
中
で
実
り
多
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
幼
児
部

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
広
い
園

庭
を
使
っ
た
水
遊
び
や
ど
ろ
ん

こ
遊
び
、
日
本
語
の
歌
や
手
遊

び
、
製
作
に
取
り
組
む
。
年
長

児
に
は
本
格
的
な
指
導
の
水
泳

教
室
が
あ
る
。
小
学
部
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
は
大
人
気
の
水
泳
教

室
、
ア
ー
ト
教
室
、
理
科
実

験
、
日
本
語
の
歌
、
言
葉
の
時

間
（
日
本
語
・
英
語
選
択
制
）、

遠
足
に
加
え
、
思
い
っ
き
り
走

れ
る
広
い
校
庭
と
裏
庭
な
ど
を

使
っ
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

行
う
。
さ
ら
に
毎
日
の
活
動
終

了
後
、
野
球
教
室
と
い
ろ
は
に

ほ
ん
ご
教
室
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
運
動
に
勉
強
に
充
実
し
た

夏
が
過
ご
せ
る
。
ま
た
、
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
に
あ
る
レ
イ
ク
・
グ
リ
ー
リ

ー
・
キ
ャ
ン
プ
場
で
世
界
中
の

キ
ャ
ン
パ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
と
２

週
間
交
流
す
る
。
学
園
の
男
女

ス
タ
ッ
フ
が
宿
泊
を
共
に
し
、

心
身
と
も
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
は
東

側
便
と
西
側
便
ス
ク
ー
ル
バ
ス

も
運
行
さ
れ
る
。

　

実
施
期
間
は
、
前
期
（
３
週

間
）
が
６
月
24
日
（
月
）
〜
７

月
12
日
（
金
）、後
期
（
２
週
間
）

が
７
月
15
日
（
月
）
〜
７
月

26
日
（
金
）、
宿
泊
が
（
２
週

間
）
６
月
23
日
（
日
）
〜
７
月

７
日
（
日
）
ま
で
。
申
し
込
み

は
９
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら

先
着
順
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

summerschool@nyikuei.
org

ま
で
。

育
英
サ
マ
ー

教
室
を
案
内

ニューヨーク補習授業校 LI校

優勝の賞状を手にする武井さん

http://www.gwjs.org
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
http://shidogakuin.com
mailto:summerschool@nyikuei.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

岡
本
学
園
長
）
は
、
３
月
３
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で「
ひ
な
ま
つ
り
の
集
い
」

を
開
催
す
る
。

　

日
頃
、
日
本
語
で
の
保
育
を

体
験
し
て
い
な
い
子
ど
も
や
、

海
外
で
も
日
本
の
伝
統
文
化
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
季
節
の

行
事
を
と
お
し
て
、
日
本
文
化

を
楽
し
く
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
。「
ひ
な
ま
つ
り
の
集
い
」

で
は
、
ひ
な
ま
つ
り
の
由
来
を

学
び
、ひ
な
人
形
作
り
を
行
う
。

そ
の
後
、
希
望
者
に
は
学
園
内

の
ツ
ア
ー
も
行
う
。
定
員
は
10

家
族
程
度
。

　

参
加
費
は
、
子
ど
も
ひ
と
り

20
ド
ル
。
兄
弟
姉
妹
も
参
加

可
。
一
緒
に
製
作
な
ど
す
る
場

合
は
、
ひ
と
り
当
た
り
10
ド
ル

追
加
。
対
象
年
齢
は
２
歳
半
か

ら
６
歳
ま
で
。
要
予
約
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
２
月
29

日
（
木
）
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

nichinichi.asobo.nyikuei@
gmail.com  

ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
中

高
等
部
（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
、

生
徒
数 

73
人
）
は
１
月
27
日
、

第
31
回
百
人
一
首
大
会
を
開
催

し
た
。
１
回
戦
目
は
学
年
縦
割

り
の
グ
ル
ー
プ
で
競
い
、
１
回

戦
目
の
取
り
札
数
の
順
位
で
２

回
戦
目
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

競
い
合
っ
た
。

　

読
み
は
現
代
仮
名
遣
い
、
取

り
札
に
は
普
段
使
わ
な
い
歴
史

的
仮
名
遣
い
が
記
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
皆
真
剣
な
表
情
で
札

を
取
り
合
っ
た
。
序
盤
は
静
か

だ
っ
た
大
会
も
、
中
盤
か
ら
は

各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
勢
い
よ
く
札

を
取
る
音
や
歓
声
が
聞
こ
え
、

厳
か
な
中
に
も
活
気
溢
れ
る
大

会
と
な
っ
た
。

　

入
賞
者
は
、
第
1
位 

久
木

田
葵
さ
ん
（
高
等
部
２
年
）
が

77
枚
、
第
2
位 

岩
﨑
莉
奈
さ

ん
（
高
等
部
2
年
）
が
75
枚
、

第
3
位 

長
谷
杏
史
さ
ん
（
高

等
部
1
年
）
が
49
枚
だ
っ
た
。

今
大
会
に
は
初
等
部
６
年
生
に

も
招
待
が
あ
り
、
敢
闘
賞
と
し

て
17
枚
取
っ
た
長
谷
亜
果
沙
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
た
。
大
会
の
締

め
く
く
り
に
保
護
者
会
か
ら
の

大
福
を
も
ら
い
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
な
が
ら
ク
ラ
ス
・

学
年
を
越
え
た
交
流
の
機
会
と

な
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
部
は
２
日
、
同
校
の
フ

レ
ン
チ
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

Pre-K

ク
ラ
ス
を
招
待
し
、
節

分
集
会
を
行
っ
た
。
節
分
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
は
鬼
の
お

面
や
鬼
の
パ
ン
ツ
を
作
っ
て
関

心
を
高
め
、「
ど
ん
な
鬼
が
来

る
の
だ
ろ
う
」
と
こ
の
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
。集
会
で
は
、

ま
ず
保
育
者
が
鬼
の
紙
芝
居
を

読
ん
だ
り
、
節
分
と
は
何
か
を

伝
え
た
り
し
た
。
そ
の
後
み
ん

な
で
豆
ま
き
の
練
習
。
そ
こ
へ

日本語でひなまつり
日曜日に楽しく

百
人
一
首
大
会
開
く

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

節
分
で
仏
校
交
流

　

１
月
28
日
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
幼
稚
部
（
和
田
幸

子
幼
稚
園
部
部
長
）
で
毎
年
恒

ジ
す
る
鬼
の
お
面
を
各
自
作
成

し
、
教
室
で
豆
ま
き
の
話
を
聞

い
た
後
、
お
面
を
付
け
て
廊
下

で
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
。中
に
は
、

泣
き
出
し
そ
う
な
顔
の
園
児
た

ち
の
顔
も
ち
ら
ほ
ら
。

　

つ
い
に
廊
下
を
歩
い
て
く
る

赤
と
青
の
２
匹
の
鬼
（
に
扮
し

た
保
護
者
）
と
対
面
。
鬼
た
ち

を
怖
が
る
子
供
た
ち
も
い
た

が
、
先
生
に
「
年
下
の
子
や
怖

が
っ
て
い
る
子
を
守
っ
て
あ
げ

て
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
率
先

し
て
み
ん
な
で
豆
を
投
げ
た
。

「
鬼
は
外
〜
、
福
は
内
〜
」
と

先
ほ
ど
覚
え
た
掛
け
声
を
何
度

も
発
し
な
が
ら
、
元
気
に
豆
ま

き
を
し
た
。
始
め
は
強
張
っ
た

顔
の
子
供
た
ち
の
表
情
は
、
次

第
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔
に

変
わ
っ
た
。「
も
う
、
悪
さ
は

し
ま
せ
ん
」
と
改
心
し
た
鬼
を

最
後
は
見
送
る
形
で
、
豆
ま
き

は
終
了
し
た
。
子
供
の
一
人
は

「（
鬼
は
）
怖
く
な
か
っ
た
。
ま

た
豆
ま
き
を
や
り
た
い
」
と
興

奮
さ
め
や
ら
ぬ
様
子
だ
っ
た
。

廊
下
に
響
く
歓
声
は
、
保
護
者

も
ほ
っ
こ
り
さ
せ
、
児
童
、
鬼
、

教
員
、
保
護
者
一
同
、
確
か
に

「
福
が
来
た
」
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

ド
ー
ン
ド
ン
と
い
う
太
鼓
の

音
と
共
に
青
鬼
が
登
場
し
た
。

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
い

う
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
紙
で

作
っ
た
豆
を
鬼
め
が
け
て
投
げ

た
。
怖
く
て
隠
れ
て
し
ま
う
子

ど
も
、
勇
気
を
も
っ
て
鬼
に
立

ち
向
か
う
子
ど
も
、
不
思
議
そ

う
な
表
情
を
し
て
鬼
を
眺
め
る

子
ど
も
と
鬼
へ
の
反
応
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
れ
で
も
、
悪
い
も
の

を
追
い
出
し
み
ん
な
が
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め

て
一
生
懸
命
投
げ
た
。
そ
し

て
、
次
か
ら
次
へ
と
降
り
か
か

る
豆
に
さ
す
が
の
鬼
も
つ
い
に

降
参
。
最
後
は
み
ん
な
で
鬼
を

追
い
出
し
、
歓
喜
と
と
も
に
ダ

ン
ス
を
し
て
終
わ
っ
た
。

例
の
節
分
の
豆
ま
き
が
開
催
さ

れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
個
性
あ

ふ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー

プリンストン日本語学校

幼稚部で節分豆まき

https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.nykoyamashodo.com/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
mailto:nichinichi.asobo.nyikuei@gmail.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

神
谷
書
道
教
室

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

オ
レ
ゴ
ン
州
・
友
人
学
園
小
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・P

leasanton M
iddle S

chool

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
52
回
冬
期
課
題
の
選
考

作
品
25
点
を
発
表
し
ま
す
。

　
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年

度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作

品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団

体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し

ま
す
。

　
課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.nyseikatsu.com

 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊

＊

＊

次回第 53 回春季課題は、本号（２月 10

日号）の８面に掲載になっています。

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 
第
52
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表 協賛：米国ゼブラ社

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

尊
敬
し
て
い
る
人
は
誰
で
す

か
?
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
親
な
ど
と
答
え
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
尊

敬
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

な
ぜ
人
は
尊
敬
を
す
る
の

か
。
自
分
が
で
き
な
い
こ
と

や
自
分
に
な
い
も
の
を
持
つ

人
に
憧
れ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
周
り
に
自
分
に

な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
て
、
自
分
も

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ

と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
父
や
妹
や
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
な
ど
私
の
周
り
に
は

面
白
く
て
笑
い
の
セ
ン
ス
が

あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
自
分
は
人
を
笑
わ
せ
る

よ
り
笑
う
方
で
な
か
な
か
面

白
い
も
の
は
思
い
つ
か
な
い

の
で
、
そ
う
い
う
人
は
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。
有
名
な
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
有
名
人

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
で
き

な
い
も
の
や
何
か
特
別
な
特

技
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
部
分
を
憧
れ
て
尊

敬
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
み
ん
な
誰
か
を
尊
敬

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、
尊
敬
し

て
い
る
人
の
ほ
う
が
大
幅
に

成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。
尊

敬
し
て
い
る
人
は
自
分
の
目

標
に
な
り
、
目
標
を
超
え
よ

う
と
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
、
尊
敬
し
て
い
る
人
が
い

な
い
人
は
目
標
が
あ
っ
て 
も
、

実
際
の
イ
メ
ー
ジ
が
難
し
く

て
な
か
な
か
や
り
方
が
分
か

ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

成
長
が
比
較
的
遅
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
尊
敬
し
て
い
る
人
は

親
で
す
。
父
は
他
の
人
の
事

を
よ
く
見
て
い
て
、
す
ご
く

気
の
利
く
人
で
す
。
私
と
妹

た
ち
に
も
優
し
く
、
喧
嘩
を

し
て
も
い
つ
も
笑
わ
せ
て
く

れ
ま
す
。
で
も
、
時
に
は
私

達
を
思
っ
て
厳
し
く
叱
っ
て

く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
父
は

す
ご
く
頭
が
良
く
て
勉
強
面

で
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
人

と
の
関
係
を
大
事
に
し
て
、
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私
が
選
ん
だ
座
右
の
銘
は

「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
こ

の
座
右
の
銘
は
、
有
名
な
こ
と

わ
ざ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
座
右

の
銘
の
意
味
は
、
小
さ
な
こ
と

で
も
続
け
る
こ
と
で
い
い
成
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
。
あ
き
ら
め

ず
に
取
り
組
む
こ
と
で
自
分
が

持
つ
能
力
の
力
の
一
つ
に
な

る
。
小
さ
な
努
力
も
続
け
て
や

れ
ば
大
き
な
こ
と
に
な
り
成
功

す
る
、
で
す
。
私
は
最
初
こ
の

座
右
の
銘
の
作
文
を
書
く
と
な

っ
た
と
き
、
私
に
は
座
右
の
銘

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ん

 「
尊
敬
と
憧
れ
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

朱
莉

仕
事
場
で
も
頼
ら
れ
て
い
て
、

3
人
の
子
供
の
父
親
と
し
て
も

最
高
な
父
を
私
は
と
て
も
尊
敬

し
て
い
ま
す
。

　

母
は
3
人
の
子
供
の
子
育
て

を
し
て
い
て
、
家
事
も
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
理
は
と

て
も
美
味
し
く
て
、
特
に
母
の

パ
ン
や
ケ
ー
キ
は
絶
品
で
す
。

私
は
料
理
に
は
あ
ま
り
興
味
が

な
く
て
な
か
な
か
や
っ
て
み
よ

う
と
は
思
わ
な
い
の
で
す
が
、

母
の
料
理
を
見
る
と
自
分
も
作

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
尊
敬
は
無
理

や
り
作
る
も
の
で
は
な
く
て
自

然
と
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
達
は
無
意
識
に
も
周
り

の
人
に
憧
れ
、
尊
敬
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
尊
敬
は

人
間
社
会
に
必
要
な
上
下
関
係

を
保
っ
た
り
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
支
え
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
大
切
な
尊
敬
を

も
う
少
し
意
識
し
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

              （
滞
米
11
年
３
か
月
）

な
座
右
の
銘
に
し
よ
う
か
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

見
ま
し
た
。
け
れ
ど
私
に
合

う
座
右
の
銘
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
よ
う

か
と
迷
っ
て
い
た
時
、
お
母

さ
ん
が
こ
の
「
継
続
は
力
な

り
」
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
長
年
ダ
ン
ス
を
し
て
い

て
、
意
外
と
こ
の
座
右
の
銘

が
ぴ
っ
た
り
で
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
座
右
の
銘
に
決

め
ま
し
た
。

　

私
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の

は
多
分
年
長
の
こ
ろ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
が
ダ
ン
ス

を
始
め
た
理
由
は
、
ダ
ン
ス

の
体
験
に
行
っ
た
と
き
に
、

ダ
ン
ス
っ
て
か
っ
こ
い
い
な
。

私
も
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ

か
ら
毎
週
土
よ
う
日
に
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
ダ
ン
ス
を
お
ど

る
の
は
楽
し
く
て
好
き
で
し

た
。
一
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
ら

週
に
二
回
も
通
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
小
学

一
年
生
に
な
っ
て
学
童
に
行

っ
て
い
た
の
で
、
ダ
ン
ス
の

練
習
を
し
な
く
な
っ
た
り
、

時
間
が
と
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
は
ダ
ン
ス
が

ど
ん
ど
ん
下
手
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
自
分
の
ダ
ン
ス

を
鏡
で
見
る
と
き
、
す
ご
く

下
手
で
自
分
が
な
さ
け
な
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
わ
り

の
子
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
上
手

く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
け
れ

ど
私
だ
け
い
っ
こ
う
に
上
手

く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け

れ
ど
、
あ
る
と
き
私
よ
り
年

下
で
ダ
ン
ス
が
と
っ
て
も
上

手
な
子
の
お
母
さ
ん
に
あ
る

言
葉
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
こ

の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
入
っ

た
の
は
、
あ
み
ち
ゃ
ん
の
ダ

ン
ス
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、

こ
こ
に
入
っ
た
ん
だ
よ
。」
と
、

そ
れ
を
聞
い
た
時
、
私
は
す

ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
と
同
時
に
も
っ
と
練
習
を

が
ん
ば
っ
て
も
っ
と
上
手
く

な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
出
来
事
の
時
に
こ
の
座
右

の
銘
が
あ
っ
た
ら
、
今
も
っ

と
練
習
を
が
ん
ば
れ
て
も
っ

と
上
手
い
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
ダ
ン
ス
が
あ
ま

り
上
手
く
な
い
け
れ
ど
ダ
ン

ス
が
好
き
な
の
で
小
さ
い
こ

ろ
に
ダ
ン
ス
を
始
め
て
い
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
今
後
思
い
つ
づ
け
て

い
き
た
い
こ
と
は
、
考
え
て

な
に
も
や
ら
な
い
よ
り
、
な

に
か
少
し
で
も
行
動
し
て
続

け
て
い
く
こ
と
で
す
。
本
当

に
少
し
だ
け
で
も
続
け
る
こ

と
が
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
続
け
て
い
る
と

き
は
す
ご
く
小
さ
な
こ
と
に

思
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

毎
日
続
け
て
、
そ
れ
を
い
つ

か
思
い
出
し
た
と
き
、
続
け

て
い
る
か
ら
今
が
あ
る
ん
だ

な
、
す
ご
い
な
と
思
え
ま
す
。

そ
れ
は
続
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
変
だ
か
ら
で
す
。
い
つ

か
、
な
に
か
、
毎
日
続
け
て

い
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
て
、
そ
れ
を
な
し
と

げ
て
、
大
き
く
な
っ
て
自
分

よ
く
が
ん
ば
っ
た
な
、
す
ご

い
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
る

日
が
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
1
年
）

　

あ
る
日
、
せ
ん
せ
い
が
え

ん
そ
く
に
い
く
と
い
っ
て
い

た
。
な
に
を
見
る
の
か
た
の

し
み
だ
っ
た
。
い
き
さ
き
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ

フ
ァ
ー
ム
。
の
う
じ
ょ
う
に

つ
い
て
い
っ
ぱ
い
お
べ
ん
き

ょ
う
し
た
。
い
く
日
、
雨
が

ふ
っ
て
い
た
。
雨
が
ふ
っ
て

い
た
か
ら
、
ま
た
こ
ん
ど
に

な
っ
た
。
と
お
も
っ
た
ら
、

ま
た
雨
だ
っ
た
。
そ
れ
が
な

ん
か
い
も
つ
づ
い
て
、
と
う

と
う
ち
ゅ
う
し
に
な
っ
た
。

　

で
も
ぼ
く
は
、
三
か
い
め

が
雨
だ
っ
た
か
ら
、
い
け
な

さ
そ
う
で
、
も
う
あ
き
ら
め

て
い
た
。
も
う
あ
き
ら
め
て

い
た
け
れ
ど
、
ま
だ
い
け
る

か
も
し
れ
な
い
と
お
も
っ
て

い
た
。

　

一
し
ゅ
う
か
ん
ず
っ
と
は

れ
な
の
に
、
い
つ
も
土
よ
う

日
だ
け
雨
な
の
が
な
ぜ
か
気

に
な
る
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
10
か
月
）  「

防
災
カ
レ
ー
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田　

愛
夏

　

み
な
さ
ん
は
、「
防
災
炊
事
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
防
災
炊
事
と
は
電
気
、

ガ
ス
な
ど
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
じ
ょ
う
き
ょ
う
を
考

え
て
、
ご
飯
を
作
る
こ
と
で

す
。
わ
た
し
は
、
札
幌
の
屯

田
北
小
学
校
に
体
験
入
学
し

た
時
に
一
泊
二
日
の
宿
泊
学

習
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
防
災
カ
レ
ー
を
作
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
板

で
作
業
台
を
作
り
ま
し
た
。

次
に
、
大
き
な
ま
き
を
小
さ

く
割
り
ま
し
た
。
学
校
で
ま

き
わ
り
を
練
習
し
た
時
は
、

手
を
間
違
っ
て
切
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
こ
わ
か
っ
た
け
れ

ど
、
当
日
は
み
ん
な
上
手
に

割
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
飯
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ

に
一
人
分
の
お
米
と
水
を
入

れ
て
作
り
ま
す
。
お
な
べ
に

お
米
の
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ぶ

く
ろ
と
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を

入
れ
、
ど
ち
ら
も
つ
か
る
く

ら
い
水
を
入
れ
ま
し
た
。
水

は
全
部
、
水
道
か
ら
で
は
な

く
、
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
入
れ

ま
し
た
。
災
害
の
時
に
は
水

道
の
水
が
使
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
す
。
ま
き
に

火
を
つ
け
て
お
湯
を
わ
か
し

て
い
る
間
に
、
新
聞
紙
を
折

っ
て
入
れ
物
を
作
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
最
初
、
食
器
を
洗

え
な
い
の
で
新
聞
紙
を
使
う

の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

災
害
の
時
に
は
、
家
で
お
皿

を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
米
の
入

っ
た
ふ
く
ろ
と
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
を
お
な
べ
に
十
五
分
入

れ
た
ら
、
な
べ
か
ら
カ
レ
ー

と
ふ
く
ろ
を
取
り
出
し
、
新

聞
紙
の
入
れ
物
に
ビ
ニ
ー
ル

ぶ
く
ろ
ご
と
入
れ
ま
す
。
そ

こ
に
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を

か
け
る
と
完
成
で
す
。

　

家
で
作
る
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
は
、
ご
飯
に
温
め
た
カ
レ

ー
を
か
け
る
だ
け
で
す
。
で

も
災
害
の
時
、
ガ
ス
や
電
気
、

水
道
も
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、

か
ん
た
ん
な
こ
と
も
時
間
が

か
か
っ
て
と
て
も
大
変
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

苦
労
し
て
、
時
間
を
か
け
て

作
っ
た
防
災
カ
レ
ー
は
、
い

つ
も
の
カ
レ
ー
よ
り
十
倍
位

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

防
災
炊
事
を
し
て
み
て
、

今
の
生
活
は
便
利
な
も
の
で

あ
ふ
れ
て
い
て
、
簡
単
に
で

き
る
こ
と
が
と
て
も
多
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
面

白
か
っ
た
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
９
年
８
か
月
）

　
「
ワ
イ
ル
ド
ジ
ュ
ー
シ
ー
ス

テ
ー
キ
二
百
八
十
グ
ラ
ム
、

ご
は
ん
大
も
り
お
ね
が
い
し

ま
す
」。
こ
れ
は
、
僕
が
日
本

で
好
き
に
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
で
ち
ゅ
う
文
す
る
時
に
言

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ペ
ッ

パ
ー
ラ
ン
チ
と
い
う
レ
ス
ト

ラ
ン
で
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て
か
ら

ス
テ
ー
キ
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た

ら
も
う
食
べ
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
お
う
ち
で

自
分
で
ス
テ
ー
キ
を
作
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
自
分
で
考
え
て
ス

テ
ー
キ
の
レ
シ
ピ
を
作
り
ま

し
た
。
ぼ
く
の
ス
テ
ー
キ
を

作
る
に
は
次
の
材
料
が
要
り

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
ト

リ
ッ
プ
ス
テ
ー
キ
一
パ
ウ
ン

ド
を
一
つ
、
バ
タ
ー
、
し
お
、

こ
し
ょ
う
、
に
ん
に
く
と
ロ

ー
ズ
マ
リ
ー
の
葉
が
必
要
で

す
。
ま
ず
フ
ォ
ー
ク
で
ス
テ

ー
キ
の
う
ら
と
表
を
十
五
回

く
ら
い
刺
し
ま
す
。
こ
れ
は

し
お
、
こ
し
ょ
う
を
つ
け
る

時
、
し
お
、
こ
し
ょ
う
を
し

み
こ
み
や
す
く
す
る
た
め
で

す
。
次
に
し
お
、
こ
し
ょ
う

を
つ
け
ま
す
。

　

そ
の
後
フ
ラ
イ
パ
ン
を
一

番
強
い
火
で
温
め
て
油
を
ひ

き
ま
す
。
次
に
ス
テ
ー
キ
を

入
れ
て
、
う
ら
表
を
三
分
か

ら
四
分
ぐ
ら
い
や
き
ま
す
。

表
面
が
茶
色
に
な
っ
た
ら
、

側
面
を
立
て
て
一
分
や
き
ま

す
。
一
分
た
っ
た
ら
バ
タ
ー

と
に
ん
に
く
と
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
の
葉
を
入
れ
て
バ
タ
ー
が

と
け
た
ら
、
ス
プ
ー
ン
で
か

け
て
バ
タ
ー
の
味
が
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
最
後
に
ス
テ

ー
キ
を
お
皿
に
五
分
か
ら
十

分
置
い
た
ら
か
ん
せ
い
で
す
。

ト
マ
ト
や
ポ
テ
ト
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

食
べ
た
ら
お
い
し
い
で
す
。

お
い
し
さ
の
ひ
け
つ
は
フ
ォ

ー
ク
で
あ
な
を
あ
け
る
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
ス
テ

ー
キ
を
お
い
し
く
す
る
ア
イ

デ
ア
を
使
っ
て
お
い
し
い
ス

テ
ー
キ
を
作
っ
て
、
み
ん
な

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

 「私の座右の銘」
　　　　　　ニュージャージー補習授業校小６

　　　　　　　　　　　　　　　武輪　あみ

「
か
ん
ぺ
き
な
ス
テ
ー
キ
の
作
り
方
」

　
　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
イ
ツ　

陽
希

 「雨とえんそく」
　　　　リセ・ケネディ日本人学校小１

　　　　　　　　　　ますの　こうせい

https://japaneseschool.org
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グ
リ
ニ
ッ
チ
の
庭
付
き
３
寝
室
一
戸
建
て

　

写
真
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ
駅
か
ら
０
・
７
マ

イ
ル
の
徒
歩
圏
に
あ
る
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
ス
タ
イ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
あ
る
一
戸
建
て
賃
貸
住
宅
3
寝
室
、
３
・１
浴
室
の
室
内
。

専
用
の
庭
も
あ
り
、
玄
関
を
入
る
と
高
い
天
井
が
圧
巻
。
そ
れ

に
続
く
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
そ
し
て
イ
ー
ト
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
と
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
が
広
が
る
。
全
体

で
は
、
約
２
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
も
あ
り
二
階
に
は
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
と
バ
ス
ル
ー

ム
、
セ
カ
ン
ド
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
に
バ

ス
ル
ー
ム
、
ラ
ン

ド
リ
ー
が
あ
り
、

独
立
感
の
あ
る
ロ

ワ
ー
レ
ベ
ル
に
も

う
一
つ
の
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
と
デ
ン
さ

ら
に
バ
ス
ル
ー
ム

が
あ
る
。
全
館
冷

暖
房
完
備
・
車
庫

付
き
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
は

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄

道
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
ラ
イ
ン
で
、
ピ
ー
ク
ア
ワ
ー
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
急
行
も
あ
り
約
50
分
。
タ
ウ
ン
の
施
設
と
し
て
、
二

つ
の
島
を
所
有
し
、
夏
に
は
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
一
つ
の
島
の
ビ
ー
チ
と
、
広
大
な
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
の
ビ
ー
チ
と
バ
イ
ラ
ム
ビ
ー
チ
の
三
か
所
も
ビ
ー
チ
が
あ
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が
身
近
に
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い
町
だ
。

も
ち
ろ
ん
町
営
の
ゴ
ル
フ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
フ
ィ

ー
ル
ド
な
ど
も
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
は
文
化
的
な
催
し
も
あ
る
大
変
素
晴
ら
し
い
図
書
館
と

し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
家
賃
は
８
０
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・９
２
１
・１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　info@shoenrealty.com

　

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

Photo: Matthew McDermott
　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

１
日
、
車
両
間
の
連
結
部
分
を

通
行
で
き
る
﹁
オ
ー
プ
ン
・
ギ

ャ
ン
グ
ウ
エ
ー
︵
解
放
さ
れ
た

通
路
︶﹂
を
施
し
た
新
型
車
両

の
運
行
を
地
下
鉄
Ｃ
線
で
開
始

し
た
。

　
川
崎
重
工
業
傘
下
の
川
崎
車

両
株
式
会
社
製
の
同
Ｒ
２
１
１

Ｔ
型
は
、
車
両
間
が
貫
通
し
て

い
る
た
め
、米
国
内
で
は
唯
一
、

各
５
両
編
成
の
端
か
ら
端
ま
で

を
見
通
せ
る
。
同
局
の
２
０
７

丁
目
車
両
基
地
で
記
者
会
見
を

行
っ
た
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル

Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
﹁
シ
ー
ム
レ
ス

に
車
両
間
を
移
動
で
き
、
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ず
に

済
む
﹂
と
語
っ
た
。
特
徴
的
な

同
車
両
は
、
混
雑
の
緩
和
と
安

全
性
の
向
上
を
意
図
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
市
警
の
マ
イ
ケ
ル
・

ケ
ン
パ
ー
交
通
局
長
は
﹁
サ
ブ

ウ
エ
ー
・
サ
ー
フ
ァ
ー
は
車
両

の
上
か
ら
連
結
部
分
に
下
り
る

が
、
新
型
車
両
は
そ
の
部
分
が

な
い
の
で
、
危
険
行
為
を
阻
止

で
き
る
﹂
と
話
し
て
い
る
。
同

局
が
地
下
鉄
網
に
ギ
ャ
ン
グ
ウ

エ
ー
車
両
を
導
入
す
る
の
は
59

年
ぶ
り
と
な
っ
た
。
新
型
車

両
の
列
車
は
１
日
午
前
11
時

に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
の
西

１
６
８
丁
目
駅
を
出
発
し
た
。

視察するホウクルNY州知事

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
に
新
型
車
両

車
両
間
の
行
き
来
自
由
に

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
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目
が
覚
め
た
。
波
の
音
が
す

る
。
窓
を
開
け
る
と
、
昨
夜
の

シ
ャ
レ
ー
ド
が
幻
想
で
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
眩
し
い
太
陽
が
真

っ
青
な
海
と
白
い
砂
を
照
ら
し

て
い
る
。
朝
食
を
買
い
に
近
く

の
ス
ー
パ
ー
に
繰
り
出
す
。
と

言
っ
て
も
周
り
に
は
ほ
と
ん
ど

店
が
無
い
。
車
で
暫
し
走
っ
て

最
初
に
見
つ
け
た
集
落
に
良
さ

げ
な
店
を
見
つ
け
た
の
で
立
ち

寄
っ
て
み
る
。
正
解
だ
。
美
味

し
そ
う
な
コ
ー
ヒ
ー
店
と
パ
ン

屋
が
同
居
し
て
い
る
。
隣
の
肉

屋
で
は
、
な
ん
と
子
豚
の
丸
焼

き
が
売
っ
て
い
る
。
顔
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
て
、
私
た
ち
に

は
超
グ
ロ
い
。
こ
こ
の
人
た
ち

は
優
し
そ
う
で
も
、
か
な
り
ワ

イ
ル
ド
だ
と
思
う
。
パ
ン
も
一

切
れ
が
か
な
り
大
き
く
て
、
ハ

ム
も
油
も
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
て

い
る
。
洗
練
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、私
好
み
だ
。

　

早
速
食
料
を
持
っ
て
ビ
ー
チ

に
出
た
。
最
高
。
相
変
わ
ら
ず

水
は
ク
リ
ス
タ
ル
ク
リ
ア
で
、

遠
く
に
は
ク
ル
ー
ザ
ー
、
ヨ
ッ

ト
が
浮
か
び
、
白
い
岩
山
が
真

っ
青
な
空
に
聳
え
立
つ
。
こ
こ

は
ミ
コ
ノ
ス
の
港
か
ら
は
距
離

が
あ
る
の
で
、
静
か
で
人
が
少

な
い
。ギ
リ
シ
ャ
の
人
が
多
い
。

い
き
な
り
「
エ
ノ
キ
食
べ
」
と

聞
こ
え
て
き
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語

の
空
耳
ア
ワ
ー
な
ん
だ
ろ
う
。

太
陽
は
非
常
に
強
い
の
で
し
ば

ら
く
す
る
と
や
け
や
け
に
な

り
、
透
き
通
っ
た
水
に
飛
び
込

む
。
そ
れ
を
何
度
と
も
な
く
繰

り
返
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番

の
ビ
ー
チ
を
堪
能
し
た
。

　

部
屋
が
近
い
の
は
嬉
し
い
。

１
分
歩
い
て
部
屋
に
戻
り
、
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
水
着
を
干

す
。
白
い
建
物
に
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
穴
が
掘
っ
て
あ
る
。
お
そ
ら

く
風
を
通
す
た
め
だ
ろ
う
。
焼

け
た
肌
に
風
が
か
す
め
て
気
持

ち
良
い
。

　

さ
て
、
ミ
コ
ノ
ス
の
極
上
の

ビ
ー
チ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
島
々
で

最
高
の
ラ
ン
ク
に
位
置
す
る

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を
経
験
し
た

が
、
ま
だ
「
斎
藤
寝
具
」（
サ

イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ
）
が
残
っ
て

い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
る

と
海
辺
に
綺
麗
な
白
い
教
会
が

建
ち
、
ペ
リ
カ
ン
が
写
っ
て
い

る
。
昨
夜
思
い
切
り
遊
ん
だ
夜

の
街
に
今
度
は
昼
間
か
ら
出
か

け
る
こ
と
に
し
た
。
昨
夜
と
同

じ
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
歩

く
。
波
が
か
か
っ
て
し
ま
う
く

ら
い
海
沿
い
に
「JackieO’

」

と
い
う
名
の
バ
ー
が
あ
っ

た
。Jacqueline Kennedy 

Onassis

、
第
35
代
米
国
大
統

領J.F. Kenndy

の
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
デ
ィ
で
、
大
統
領
暗
殺
後

に
再
婚
し
た
の
が
ギ
リ
シ
ャ
の

海
運
王Aristotle Onassis

。

彼
女
自
身
も
Ｎ
Ｙ
で
生
ま
れ
た

ギ
リ
シ
ャ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、

Onassis
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ

た
オ
ペ
ラ
歌
手
マ
リ
ア
・
カ
ラ

ス
も
同
じ
く
Ｎ
Ｙ
で
生
ま
れ
た

ギ
リ
シ
ャ
系
ア
メ
リ
カ
人
。
昨

年
崩
御
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世

の
夫
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
は
廃

位
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
皇
室
の
プ

リ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
何
気
に
世

界
の
セ
レ
ブ
を
排
出
し
て
い

る
。

　

そ
の
ま
ま
海
沿
い
の
道

を
歩
く
と
、
間
も
無
く
大

き
な
白
い
教
会
、Panagia 

Paraportiani

が
見
え
て
き

た
。
15
世
紀
か
ら
建
て
は
じ
め

ら
れ
完
成
し
た
の
は
17
世
紀
と

の
こ
と
。
真
っ
白
に
塗
ら
れ
た

岩
山
の
よ
う
な
風
采
を
見
て
早

速
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
だ
と
言
っ

た
友
人
が
い
た
が
、
見
え
な
い

事
も
な
い
。
教
会
の
隣
に
は
廃

墟
と
な
っ
た
石
の
遺
構
が
あ

り
、
沢
山
の
古
い
写
真
が
飾
っ

て
あ
る
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
見

て
回
っ
た
。
オ
ナ
シ
ス
や
マ
リ

ヤ
カ
ラ
ス
と
は
程
遠
い
が
、
質

素
だ
が
幸
せ
そ
う
な
漁
村
の
人

た
ち
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

教
会
を
見
終
わ
っ
て
、
昨
夜

そ
ぞ
ろ
歩
き
し
た
迷
路
の
よ
う

な
街
を
再
び
歩
き
出
す
。
ペ
リ

カ
ン
を
見
に
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
途
中
で
レ
ー
ス
を
売
る
店

が
あ
っ
た
。
レ
ー
ス
は
ア
テ
ネ

で
買
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ

は
た
だ
の
土
産
物
屋
で
は
な
さ

そ
う
な
の
で
、
冷
や
か
し
で
入

っ
て
み
た
。直
感
は
当
た
っ
た
。

こ
の
店
、
15
歳
の
時
か
ら
レ
ー

ス
を
織
り
続
け
て
い
る
と
い
う

何
と
も
素
敵
な
お
ば
あ
さ
ん
の

店
で
、
日
本
で
も
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
娘
さ
ん

で
あ
ろ
う
、
中
年
の
女
性
が
通

訳
を
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
こ

の
凛
と
座
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
の

こ
の
品
格
は
ど
う
だ
！
思
わ
ず

友
人
へ
の
お
土
産
と
私
た
ち
の

記
念
品
を
買
い
足
し
た
。
使
う

と
言
う
よ
り
は
額
に
入
れ
て
飾

っ
て
お
き
た
い
品
だ
。
こ
れ
は

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
話
で
あ
る
が
、

漁
師
の
奥
さ
ん
は
普
段
は
漁
で

使
う
網
の
制
作
や
修
理
に
従
事

し
て
い
る
が
、
漁
の
シ
ー
ズ
ン

が
終
わ
る
と
そ
の
ス
キ
ル
を
活

か
し
て
レ
ー
ス
を
編
む
こ
と
で

生
計
を
立
て
て
い
た
ら
し
い
。

聞
い
て
み
た
ら
、
こ
こ
も
そ
う

だ
っ
た
。

　

白
と
青
で
塗
ら
れ
た
こ
の
路

地
、
そ
れ
だ
け
で
絵
に
な
る
の

に
、
そ
こ
を
歩
く
人
の
こ
の
お

し
ゃ
れ
度
は
ど
う
だ
ろ
う
。
日

に
焼
け
た
肌
に
黒
い
髪
、
ハ
ッ

キ
リ
と
し
た
鼻
筋
と
こ
の
服

装
。
モ
デ
ル
が
撮
影
を
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
が
普
通

の
人
々
な
の
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
彫

刻
で
有
名
な
人
々
に
は
確
固
た

る
美
学
が
存
在
す
る
よ
う
だ
。

　

ペ
リ
カ
ン
は
見
つ
か
ら
な

い
。
人
に
聞
い
て
み
て
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
な
の
で
諦
め
る

こ
と
に
し
て
、
今
日
最
後
の
目

的
地
、
丘
の
上
の
風
車
を
め
が

け
て
歩
い
た
。
こ
れ
は
見
落
と

す
は
ず
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
傾

き
か
け
た
頃
の
陽
を
見
事
に
反

射
し
て
輝
く
海
を
バ
ッ
ク
に
並

ぶ
５
基
の
風
車
は
圧
巻
だ
。
写

真
を
撮
り
ま
く
っ
た
。
ド
ン
キ

ホ
ー
テ
と
サ
ン
チ
ョ
パ
ン
サ
を

思
い
出
し
た
。
そ
の
昔
は
ロ
バ

で
運
ん
だ
小
麦
を
こ
の
風
車
の

動
力
で
挽
い
て
い
た
に
違
い
な

い
。

　

さ
て
、
歩
き
回
っ
て
疲
れ
た

の
で
、
風
車
の
袂
に
あ
る
カ

フ
ェ
で
一
服
す
る
こ
と
に
し

た
。
扇
風
機
が
回
る
表
の
最
も

涼
し
い
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
グ

リ
ー
ク
コ
ー
ヒ
ー
と
ギ
リ
シ
ャ

の
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
る
。
ハ
チ

ミ
ツ
た
っ
ぷ
り
の
こ
の
デ
ザ
ー

ト
、
コ
ッ
テ
リ
し
た
強
烈
な
甘

さ
だ
が
、
疲
れ
て
い
る
私
に
は

非
常
に
美
味
し
い
。
思
わ
ず
ウ

ェ
イ
ト
レ
ス
に
こ
れ
美
味
し
い

と
言
う
と
、「
私
の
お
父
さ
ん

が
作
っ
た
の
よ
」
と
言
う
。
親

父
さ
ん
に
言
っ
た
ら
、「
美
味

い
だ
ろ
う
。
俺
が
作
っ
た
ん

だ
。
も
っ
と
あ
る
か
ら
見
せ
て

や
る
ぜ
」
っ
て
言
う
ん
で
店
の

奥
に
入
っ
た
ら
、
沢
山
の
種

類
の
デ
ザ
ー
ト
が
並
ん
で
い

た
。
父
と
娘
で
こ
の
カ
フ
ェ
を

や
っ
て
い
る
。
な
ん
と
も
美
し

い
光
景
だ
。
写
真
を
撮
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
こ
の
デ
ザ
ー
ト

はBaklava

と
言
う
ら
し
い
。

Ｆ
Ｂ
に
載
せ
た
ら
、
早
速
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
在
住
の
学
友
か
ら

「
コ
ー
ヒ
ー
も
バ
ク
ラ
ヴ
ァ
も

ト
ル
コ
の
物
と
瓜
二
つ
だ
」
と

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
彼

女
曰
く
、
ギ
リ
シ
ャ
は
オ
ス
マ

ン
朝
ト
ル
コ
か
ら
独
立
し
た
か

ら
な
の
で
あ
っ
た
。
食
べ
物
が

国
の
歴
史
を
物
語
る
。

　

初
め
て
ミ
コ
ノ
ス
と
言
う
名

を
知
っ
た
の
は
、
京
都
で
の
学

生
時
代
、
祇
園
祭
の
宵
宵
山
で

ア
メ
リ
カ
人
の
グ
ル
ー
プ
を
鴨

川
沿
い
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
連

れ
て
行
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
そ

の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
店
内
が
白

と
青
に
塗
ら
れ
て
い
て
ミ
コ
ノ

ス
と
言
う
名
前
が
つ
い
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
ウ
ン
10
年
後
に

本
当
に
ミ
コ
ノ
ス
に
や
っ
て
き

て
人
生
の
蜜
を
吸
っ
た
。
そ
ろ

そ
ろ
若
者
の
シ
ャ
レ
ー
ド
が
始

ま
っ
た
。
な
ん
と
い
う
華
や
か

さ
だ
。
飲
み
込
ま
れ
る
前
に
ホ

テ
ル
に
戻
ろ
う
。

　

ミ
コ
ノ
ス
あ
り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
５
話　

ミ
コ
ノ
ス
人
の
密
か
な
愉
し
み

　

ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
レ
ビ

ュ
ー
サ
イ
トyelp

は
、
11
年

目
と
な
る
恒
例
の
「
訪
れ
る

べ
き
米
国
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

１
０
０
店
」
を
発
表
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
内
で
は
３
店
が
選

ば
れ
た
。
創
設
20
年
の
同
サ
イ

ト
は
、
消
費
者
が
主
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
コ
メ
ン
ト
や
情
報
を
発

信
す
る
ユ
ー
ザ
ー
作
成
コ
ン
テ

ン
ツ
が
基
に
な
っ
て
お
り
、
同

リ
ス
ト
は
、
良
質
な
レ
ビ
ュ
ー

ア
ー
と
認
定
さ
れ
た
イ
ェ
ル

プ
・
エ
リ
ー
ト
と
ロ
ー
カ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
事
業
主
た
ち
が
投
稿

を
審
査
し
て
作
成
し
て
い
る
。

今
年
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
定

番
を
芸
術
的
に
創
作
し
た
麺
料

理
、
植
物
性
由
来
（
プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
）
な
ど
を
使
っ
た
新
た

な
ラ
テ
ン
料
理
、
韓
国
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
料
理
、
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
を
占
め
て
い
る
サ
ン
ベ
ル
ト

（
ア
リ
ゾ
ナ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
テ

キ
サ
ス
州
）
地
帯
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
あ
げ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
内
で
最
高
位
だ
っ
た

の
は
47
位
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

四
川
料
理
店
「
チ
リ
」、
次
い

で
69
位
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
郡
ロ
ッ

ク
ポ
ー
ト
の
メ
キ
シ
コ
料
理

店
「
マ
ニ
ー
ト
・
タ
コ
・
シ
ョ

ッ
プ
」、
91
位
の
西
部
エ
リ
ー

郡
ア
マ
ー
ス
ト
の
ベ
ト
ナ
ム
料

理
店
「
ア
ン
チ
・
ア
・
ラ
・
カ

ル
テ
」
だ
っ
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
は
、
地
元
の
旬
の
野
菜
や

果
物
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ

ン
の
ビ
ー
ガ
ン
・
メ
キ
シ
コ
料

理
店
「Tumerico

」、
２
位
は

行
列
が
絶
え
な
い
ミ
ズ
ー
リ
州

セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
ラ
ー
メ
ン
店

「
麺
屋
塁
」
だ
っ
た
。
ラ
ン
キ

ン
グ
の
詳
細
はyelp.com

を

参
照
す
る
。

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

大
根
の
皮
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
鉄
な
ど
の
栄
養
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６

は
皮
膚
の
健
康
維
持
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
め
か

ぶ
に
含
ま
れ
る
ア
ル
ギ
ン
酸

材料

大根の皮 .............. 10cm　
めかぶ ..1パック（40g）　
納豆 .....1パック（50g）
醤油 .......................適宜

大
根
の
皮
、
め
か
ぶ
、
納
豆
の
和
え
物

は
、
胃
の
調
子
を
整
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
中
の
カ
リ
ウ

ム
が
体
内
の
塩
分
を
吸
収
し
、

血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

納
豆
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
減
少
さ
せ
る
の
で
、
ま
さ

に
お
薦
め
の
食
品
で
す
。
大
根

の
皮
は
捨
て
ず
に
、
め
か
ぶ
、

納
豆
と
と
も
に
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。
大
根
の
皮
の
パ
リ

パ
リ
が
た
ま
ら
な
く
お
い
し
い

の
で
す
。

作
り
方

１　

大
根
の
皮
は
５
セ
ン
チ
×

２
ミ
リ
ほ
ど
の
千
切
り
に
す

る
。

２　

ボ
ウ
ル
に
め
か
ぶ
、
納
豆

を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
、
最
後
に

①
の
大
根
、
お
醤
油
を
少
々
混

ぜ
て
器
に
盛
り
つ
け
る
。

今年訪れるべきレストラン１００店
NY 州はわずか３店

https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
https://www.yelp.com/
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星
の
島
句
会

陽
の
光
抱
え
き
れ
な
い
春
の
山  

藤
井
マ
サ
太
郎

マ
ネ
キ
ン
の
セ
ー
ラ
ー
服
や
桜
東
風 

江
坂
衣
代　
　

立
子
忌
や
一
人
か
け
た
る
雛
の
席 

太
田
風
子　

松
花
堂
添
え
る
花
び
ら
立
つ
子
の
忌 

亀
田
種
子　

五
反
田
を
ぶ
ら
り
花
見
の
目
黒
川 

豊
島
キ
ヌ

hoshinoshima819@gmail.com

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
東
京
出
身
で
フ
ラ

ン
ス
系
の
血
を
引
く
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
の
油
絵
画
家
、Koh

さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い

る
。
生
と
死
、
人
間
心
理
の
複

雑
さ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
焦
点

を
当
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
活

気
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
作

品
で
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
深
い

テ
ー
マ
が
融
合
し
て
い
る
。　

　Koh
さ
ん
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
美

術
大
学
で
学
士
号
を
取
得
し
、

ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学
で
の
交
換

留
学
も
経
験
。
国
際
展
覧
会
で

の
参
加
や
多
数
の
賞
の
受
賞
歴

が
あ
る
。
ま
た
、
国
連
本
部
で

の
イ
ベ
ン
ト
やYouTube
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
行
っ
て
い
る
。
詳
細

はhttps://nippongallery.
nipponclub.org/

を
参
照
。

Memory（2023）Oil on canvas, 40 x 60 in

日本クラブWEBギャラリーで

人間心理をテーマに
描く画家Kohの作品

先
住
民
族
の
展
示
撤
去

米
自
然
史
博
物
館
が
突
如

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
レ

ス
ト
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
は
６
日
、

石
川
県
酒
造
組
合
に
能
登
半
島

地
震
被
災
蔵
元
支
援
の
た
め
の

寄
付
金
１
万
７
７
６
２
ド
ル
24

セ
ン
ト
を
寄
贈
し
た
。
翌
７
日

に
帰
国
す
る
石
川
県
金
沢
の
割

烹
料
亭
銭
屋
二
代
目
高
木
慎
一

郎
氏
に
託
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
代
表
の
八
木
秀
峰
ボ
ン
社
長

が
小
切
手
を
手
渡
し
た
。

　

八
木
社
長
は
１
月
８
日
に
収

益
の
一
部
か
ら
災
害
救
援
基
金

を
設
立
す
る
た
め
グ
ル
ー
プ
全

体
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
立
ち
上

げ
た
。
石
川
県
内
に
あ
る
32
蔵

元
の
う
ち
11
蔵
元
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

同
寄
付
は
石
川
県
酒
造
組
合
を

通
じ
て
、
松
波
酒
造
、
桜
田
酒

造
、
鶴
野
酒
造
、
日
吉
酒
造
、

宗
玄
酒
造
、
数
馬
酒
造
、
清
水

酒
造
、
白
藤
酒
造
、
中
島
酒
造
、

中
納
酒
造
ほ
か
被
災
し
た
蔵
元

に
送
ら
れ
る
。

　

高
木
さ
ん
は
「
大
切
な
寄

付
、
確
か
に
お
預
か
り
し
ま
し

た
。
石
川
県
の
酒
造
組
合
に
間

違
い
な
く
お
渡
し
し
ま
す
」
と

受
け
取
っ
た
。
高
木
さ
ん
は
Ｎ

Ｙ
の
五
絆
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
川

野
作
織
代
表
、コ
ー
リ
ン
社
長
）

の
招
き
で
石
川
県
の
シ
ェ
フ
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
研
修
さ
せ
る

た
め
に
引
率
同
行
し
て
い
た
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
八
木
社
長
が
五
絆
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
の
理
事
を
務
め
て

い
る
こ
と
か
ら
寄
付
金
を
託
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
石
川

県
能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援

の
動
き
が
続
い
て
い
る
。（
関

連
記
事
１
面
、
４
、５
面
に
）

　

ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
の
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館

（
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｈ
）
は
１
月
26
日
、

事
前
の
告
知
無
し
に
突
如
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
専
門

の
展
示
ホ
ー
ル
「
イ
ー
ス
ト
・

ウ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
」「
グ
レ
ー
ト
・

プ
レ
ー
ン
ズ
」
を
閉
鎖
し
、
そ

の
ほ
か
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ

リ
カ
ン
の
展
示
を
撤
去
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー

同
館
長
は
、
当
日
の
朝
に
職
員

た
ち
に
同
決
定
を
手
紙
で
伝
え

た
と
い
う
。
26
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ

ス
ト
紙
電
子
版
の
記
事
に
よ
る

と
、
同
館
長
は
展
示
中
止
の
理

由
に
つ
い
て
、
先
住
民
墳
墓
保

護
・
返
還
法
（
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ａ
）

に
基
づ
き
展
示
物
は
か
つ
て
所

有
し
て
い
た
部
族
に
戻
す
予
定

だ
と
し
「
こ
れ
ら
は
、
Ａ
Ｍ
Ｎ

Ｈ
を
含
む
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
先

住
民
の
価
値
観
や
視
点
、
そ
し

て
全
人
類
共
通
の
普
遍
的
価
値

を
尊
重
し
て
い
な
か
っ
た
時
代

に
取
得
し
た
展
示
物
で
あ
る
。

先
住
民
と
の
関
係
改
善
の
た
め

に
緊
急
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

突
然
の
こ
と
だ
が
、
今
更
と
思

う
人
た
ち
も
い
る
」
と
話
し
て

い
る
と
い
う
。

　

同
決
定
に
は
、
連
邦
政
府
が

昨
年
末
に
承
認
し
１
月
12
日
に

施
行
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ａ
に

伴
う
新
た
な
規
制
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
に

可
決
し
た
同
法
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
そ
の
ほ
か
の
機
関
に
対

し
、
先
住
民
の
遺
体
や
葬
儀

品
、
そ
の
ほ
か
の
文
化
遺
産
は

返
還
す
る
と
い
う
条
約
を
提
起

し
た
。
当
時
、
多
く
の
遺
骨
や

遺
品
は
、
部
族
の
習
慣
を
無
視

し
、
先
住
民
で
は
な
い
人
類
学

者
や
収
集
家
が
先
住
民
の
同
意

な
し
で
奪
取
、
ま
た
は
発
掘
し

て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
立
法

後
も
、
先
住
民
に
不
公
平
な
条

件
を
提
示
し
、
抜
け
穴
を
利
用

し
て
返
還
を
逃
れ
よ
う
と
す
る

機
関
が
絶
え
な
か
っ
た
。
バ
イ

デ
ン
政
権
は
返
還
過
程
を
敏
速

に
す
る
こ
と
に
圧
力
を
か
け
、

内
務
省
は
昨
年
12
月
に
規
定
の

改
訂
を
終
了
し
た
。
２
０
２
３

年
は
約
９
万
６
０
０
０
人
分
の

遺
骨
ま
た
は
遺
体
が
機
関
の
所

有
物
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。

　

シ
カ
ゴ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
自
然

史
博
物
館
も
同
様
に
展
示
中
止

の
準
備
を
始
め
て
お
り
、
１
月

26
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
電

子
版
の
記
事
は
、
シ
カ
ゴ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
自
然
史
博
物
館
は
同

様
に
展
示
中
止
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
米
国
内
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
責
任
者
た
ち
は
新
た
な
方

針
に
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の

か
弁
護
士
や
、
新
た
に
依
頼
し

た
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
職
員
に
相

談
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

金
沢
銭
屋
の
高
木
氏
に
寄
付
金
を
託
す
八
木
社
長
（
右
）

Ｎ
Ｙ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

石
川
県
酒
造
組
合
へ
の
寄
付
金
託
す

金
沢
銭
屋
の
高
木
氏
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

https://shopnyseikatsu.com/
http://ymcatfv.org/
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://nippongallery.nipponclub.org/
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